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Ｗ
・
ハ
ー
ヴ
ィ
の
ア
ナ
ト
ミ
ア
と
方
法

〔
要
旨
〕
「
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
専
門
職
に
価
す
る
者
と
し
て
学
的
世
界
に
お
い
て
認
定
さ
れ
て
い
た
ハ
ー
ヴ
ィ
」
に
視
点
を

当
て
、
ハ
ー
ヴ
イ
の
２
つ
の
言
明
を
、
言
明
の
掻
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
形
式
と
文
脈
に
注
目
し
つ
つ
分
析
し
た
。
分
析

し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
３
つ
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
医
師
協
会
に
向
け
て
書
か
れ
た
解
剖
学
的
論
究
と
し
て
の
形
式
を

も
つ
・
己
宛
ミ
。
言
９
ミ
電
割
。
ラ
ム
リ
講
義
の
準
備
ノ
ー
ト
と
み
な
さ
れ
て
い
る
私
的
な
手
槁
と
し
て
の

・
も
ミ
禺
言
ミ
吻
葛
。
そ
し
て
、
こ
の
↑
・
車
亀
Ｒ
ミ
ミ
吻
雪
・
の
堆
本
的
な
底
本
と
し
て
ハ
ー
ヴ
ィ
が
利
川
し
た
、
初
学
者
川
の

解
剖
学
講
義
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
形
式
を
も
つ
、
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ボ
ー
ア
ン
の
《
弓
言
煙
言
匡
冒
醇
目
さ
昌
呂
日
当
。
ア
ナ
ト

ミ
ア
・
フ
イ
ロ
ソ
フ
イ
カ
の
問
題
構
成
に
注
目
し
つ
つ
、
２
つ
の
言
明
、
す
な
わ
ち
、
心
臓
の
運
動
の
農
●
号
（
作
用
）

に
関
す
る
言
明
と
、
ご
萬
贄
ミ
ミ
ヘ
ミ
（
Ｈ
的
）
に
関
す
る
言
明
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
身
分
を
分
析
し
た
。

次
に
、
こ
う
し
た
言
明
の
ハ
ー
ヴ
ィ
に
お
け
る
身
分
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ハ
ー
ヴ
ィ
が
§
§
言
（
学
知
）
に
関
す
る

独
自
の
方
法
論
を
纒
ま
っ
た
形
で
論
じ
た
唯
一
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
《
己
、
碍
鳶
量
昏
罵
雪
》
の
「
序
文
」
の
認
識
論
的

議
論
を
分
析
し
た
。
本
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
ア
ナ
ト
ミ
ア
を

「
教
え
る
」
こ
と
の
で
き
る
の
ｇ
§
昏
（
学
知
）
と
し
て
位
椴
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
観

者
の
前
に
身
体
の
部
位
の
「
ハ
タ
ラ
キ
」
を
提
示
す
る
新
し
い
「
方
法
」
を
実
際
に
示
し
、
ｎ
分
の
目
で
見
る
こ
と
に
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’
１
１
．
本
研
究
の
問
題
の
「
場
」

異
文
化
か
ら
の
圧
倒
的
に
強
力
な
知
の
移
入
に
依
存
し
て
の
学
知
の
形
成
は
、
日
本
、
イ
ス
ラ
ム
、
西
欧
に
お
い
て
共
通
な
歴
史
的
現
象

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
肥
ｌ
Ⅳ
世
紀
西
欧
に
お
い
て
の
み
、
近
代
科
学
・
西
欧
医
学
と
い
う
特
異
な
新
体
系
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
西
欧
医
学
の
特
徴
と
し
て
、
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
解
剖
学
を
基
礎
に
し
た
生
理
学
、
機
械
論
的
身
体
観
、
「
科
学
的
方

法
」
の
導
入
で
あ
り
、
代
表
的
な
医
学
史
記
述
に
お
い
て
、
そ
の
開
始
は
い
ず
れ
も
、
一
六
二
八
年
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ヴ
ィ
（
弓
旨
四
日

西
日
ぐ
ｇ
ゞ
勗
認
ｌ
畠
留
）
が
匡
口
や
ミ
ミ
ミ
９
員
遼
》
に
お
い
て
発
表
し
た
血
液
の
体
循
環
論
と
関
連
づ
け
て
語
ら
れ
て
き
た
。

一
方
、
焔
ｌ
Ⅳ
世
紀
に
お
い
て
大
き
な
変
革
を
遂
げ
た
領
域
は
、
力
学
・
天
文
学
で
あ
り
、
近
代
科
学
形
成
論
は
こ
の
二
大
領
域
を
中
心

に
構
成
さ
れ
て
き
た
。
医
学
領
域
に
お
け
る
変
革
は
、
そ
の
波
及
、
影
響
の
結
果
と
し
て
語
ら
れ
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
血
液
循
環
論
の
提
唱
は
そ

の
典
型
的
具
体
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
今
日
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ヴ
ィ
理
解
は
大
き
な
修
正
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
医
学
部
で
学
び
、
ロ
ン
ド
ン
医
師
協
会
弓
馬
詞
昌
巴
○
○
斤
い
①
９
℃
ど
の
日
國
冒
ｍ
旦
冒
且
○
ご
）
で
資
格

を
認
定
さ
れ
、
開
業
医
・
病
院
所
属
の
医
師
・
国
王
の
侍
医
と
し
て
医
療
実
践
を
行
う
と
同
時
に
、
医
師
協
会
に
お
け
る
ラ
ム
リ
講
義
の
解

【
三
序
Ｉ
問
題
の
提
示
と
先
行
研
究
の
批
判
的
検
討

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
ゥ
ィ
リ
ァ
ム
・
ハ
ー
ヴ
ィ
、
ア
ナ
ト
ミ
ァ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
カ
、
方
法
、
自
分
の
目
、
認
識
論

大
き
な
位
置
づ
け
を
与
え
る
独
自
の
認
識
論
を
提
起
し
た
。
こ
の
「
方
法
」
と
認
識
論
は
、
医
師
協
会
主
催
の
解
剖
示

説
と
い
う
教
育
空
間
、
す
な
わ
ち
、
権
威
の
ヨ
ト
バ
」
の
内
部
に
閉
ざ
さ
れ
、
川
峠
に
、
「
コ
ト
バ
」
の
外
祁
へ
と
開

か
れ
た
独
特
な
空
間
の
巾
で
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
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（
．
ｌ
）
一
ワ
こ

剖
示
説
講
師
と
し
て
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
（
、
尽
闇
ミ
邑
苫
員
。
ミ
ミ
⑮
）
と
し
て
の
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ハ

ー
ヴ
ィ
は
、
当
該
時
代
の
医
師
ｅ
ご
亀
冒
の
）
と
し
て
の
専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け
、
資
格
認
定
さ
れ
た
医
師
集
団
内
部
で
正
統
的
な
知
の
伝

達
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
者
念
昌
討
麗
ミ
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
ら
執
刀
す
る
解
剖
学
者
（
富
菖
ミ
ｏ
ミ
ミ
ミ
②
）
と
し
て
当
該
時
代
の
「
学
」

的
世
界
に
お
い
て
は
特
異
な
位
置
に
立
っ
て
い
た
。

（
＃
）

既
に
早
く
か
ら
論
者
が
主
張
し
て
き
た
よ
う
に
、
当
該
時
代
に
お
い
て
、
「
医
学
」
は
、
人
間
の
自
然
的
側
面
を
扱
う
の
ミ
ミ
ミ
（
学
知
）
と

（
４
）

し
て
、
そ
の
形
を
整
え
て
い
た
先
行
の
学
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
で
あ
っ
た
。
一
己
、
ミ
ｏ
言
９
ミ
謎
〕
に
は
、
こ
う
し
た
医
学
部
内
部
で
蓄
積
さ
れ

て
き
た
成
果
・
方
法
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
当
該
時
代
の
医
学
領
域
の
専
門
的
職
業
人
と
し
て
の
ハ
ー
ヴ
ィ
に
視
点
を
当
て
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
残
し
た
テ
キ
ス
ト

（
５
）

の
形
式
、
言
明
の
身
分
を
重
視
し
つ
つ
分
析
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
立
つ
解
剖
・
認
識
・
記
述
空
間
を
共
有
し
つ
つ
、
テ
キ
ス

ト
の
注
釈
か
ら
の
離
脱
と
し
て
の
ハ
ー
ヴ
ィ
独
自
の
新
し
い
「
方
法
」
を
探
り
、
西
欧
医
学
の
形
成
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
的
な
の
ミ
ミ
愚
（
学

知
）
と
の
緊
張
関
係
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
近
代
科
学
形
成
論
に
医
学
史
領
域
か
ら
の
新
し
い
光
を
当
て
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

（
６
）

’
１
２
．
先
行
研
究
の
検
討

暉
峻
義
等
は
岩
波
文
庫
版
『
動
物
の
心
臓
な
ら
び
に
血
液
の
運
動
に
関
す
る
解
剖
学
的
研
究
」
冒
頭
の
「
訳
者
の
こ
と
ば
」
に
お
い
て
、

ハ
ー
ヴ
ィ
の
仕
事
は
「
ギ
リ
シ
ャ
的
方
法
を
拒
否
し
、
精
繊
な
観
察
と
実
験
と
に
よ
っ
て
み
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
。
：
画
期

（
【
ｊ
）

的
で
あ
る
」
と
記
し
た
。
こ
れ
は
、
四
世
紀
か
ら
別
世
紀
初
頭
の
医
学
史
記
述
に
お
け
る
典
型
的
な
「
近
代
医
学
の
形
成
者
Ｗ
・
ハ
ー
ヴ
ィ
」

像
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

機
械
論
と
ハ
ー
ヴ
ィ
と
の
関
係
も
早
く
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
川
喜
田
愛
郎
は
『
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
」
の
冒
頭
に
、
「
近
代
医
学
の
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と
こ
ろ
で
、
ギ
リ
シ
ャ
的
な
い
貝
、
ミ
ミ
（
学
知
）
と
近
代
科
学
の
形
成
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
プ
ラ

●
ロ

（
川
）

ト
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
重
視
す
る
炉
．
【
昌
臥
に
対
し
、
国
閃
画
且
巳
ご
門
・
は
、
一
九
四
○
年
食
］
○
匡
昌
巴
○
陣
胃
閏
の
ｓ
ｑ
ｇ
国
①
画
切
．
．
第
一
巻

第
２
号
に
掲
載
さ
れ
た
記
念
碑
的
論
文
「
パ
ド
ヴ
ァ
学
派
に
お
け
る
科
学
の
方
法
」
に
お
い
て
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
注
釈

（
Ⅲ
）

者
た
ち
の
間
で
展
開
さ
れ
た
「
方
法
」
を
め
ぐ
る
論
議
が
、
ガ
リ
レ
イ
へ
の
道
を
準
備
し
た
と
主
張
し
た
。
現
在
で
は
、
こ
の
詞
煙
且
昌
の

説
は
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
研
究
の
充
実
と
、
そ
の
近
代
科
学
形
成
へ
の
関
与
へ

の
視
点
を
開
い
た
こ
と
は
大
き
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
当
該
時
代
の
広
い
思
想
的
文
脈
の
中
に
血
液
循
環
論
を
位
置
づ
け
、
ハ
ー
ヴ
ィ
像
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
一
九
三
○
年

代
か
ら
始
ま
る
言
闘
帰
一
の
一
連
の
研
究
で
あ
る
。
恩
帰
一
は
、
「
観
察
・
実
験
に
よ
り
真
の
理
論
に
到
達
し
た
医
学
の
改
革
者
」
と
い
う

旧
来
の
ハ
ー
ヴ
ィ
像
を
「
近
代
主
義
者
の
読
み
込
み
」
と
し
て
否
定
し
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
思
弁
的
・
観
念
的
側
面
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、
次

の
要
素
に
注
目
し
つ
つ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
者
ハ
ー
ヴ
ィ
像
を
描
き
出
す
。
す
な
わ
ち
、
大
宇
宙
ｌ
小
宇
宙
の
対
応
、
円
環
の
思
想
、

目
的
因
の
追
求
、
心
臓
の
優
位
。
面
僧
①
一
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
「
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
…
古
代
の
自
然
哲
学
を
超
克
す
る
偉
大
な
発
見
に

（
岨
）

到
達
し
よ
う
と
．
：
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
（
ハ
ー
ヴ
ィ
）
の
心
の
中
に
最
初
に
存
在
し
て
い
た
の
は
循
環
の
目
的
で
あ
る
。
」

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

出
発
点
ｌ
血
液
循
環
論
の
確
立
ｌ
」
と
題
し
た
序
章
を
お
い
た
が
、
こ
こ
で
○
国
罠
の
豆
①
の
『
客
観
性
の
刃
』
か
ら
引
用
し
つ
つ
、
「
ハ
ー

（
８
）

ヴ
ィ
に
よ
っ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
：
流
体
力
学
の
問
題
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
国
・
団
員
扁
乱
①
丘
は
、
『
近
代
科
学
の
起
源
』
に
お
い
て
、
ハ
ー
ヴ
ィ
血
液
循
環
の
発
見
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
的
世
界
に

ス
ト
ー
リ
ー

お
け
る
思
考
枠
の
転
換
、
す
な
わ
ち
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
然
観
の
拒
否
と
機
械
論
的
自
然
観
の
採
用
と
い
う
物
語
の
中
に
組
み
込
ん
で
語

（
９
）

っ
た
。
こ
の
影
響
を
受
け
て
展
開
さ
れ
た
「
科
学
革
命
論
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
、
血
液
循
環
論
は
、
世
界
像
の
機
械
論
化
、
あ
る
い
は
、

「
科
学
者
集
団
内
部
」
で
の
知
的
認
識
枠
の
転
換
と
い
う
、
力
学
・
天
文
学
の
領
域
で
起
き
た
変
革
が
生
理
学
に
波
及
し
た
典
型
例
と
し
て
語



第47巻第1号(2001)
､ 庁

ｲ 日本医史学雑誌

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
囚
）

思
想
史
の
枠
に
留
ま
ら
ず
、
英
国
革
命
を
準
備
す
る
広
い
社
会
状
況
の
中
の
ハ
ー
ヴ
ィ
像
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
試
み
は
。
国
匿
、
○

（
鋤
）
（
虹
）
（
型
）
（
羽
）

重
の
房
蔚
目
を
始
め
多
く
行
わ
れ
て
き
た
が
、
一
九
七
○
年
代
以
降
、
ご
．
辱
房
耳
一
両
．
卑
四
具
旨
国
・
］
．
ｇ
烏
ら
の
研
究
に
よ
り
肥
ｌ
Ⅳ

世
紀
医
療
空
間
・
思
想
空
間
に
お
け
る
ハ
ー
ヴ
ィ
の
位
置
づ
け
が
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
国
営
①
９
－
は
、
当
該
時
代

の
医
師
集
団
内
部
で
の
理
論
医
学
上
の
論
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
直
面
し
て
い
た
具
体
的
な
問
題
を
鮮
明
に
し
た
。

（
別
）

（
お
）
（
錨
）

さ
ら
に
、
中
世
医
学
史
・
思
想
史
研
究
の
内
容
的
充
実
を
受
け
、
一
九
八
○
年
代
以
降
、
詞
．
印
ｇ
ｇ
》
シ
，
ｇ
邑
己
侭
冨
ョ
》
シ
，
弓
①
冑
ら
、

イ
ギ
リ
ス
の
医
学
史
家
集
団
に
よ
り
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
自
然
哲
学
、
あ
る
い
は
、
「
方
法
」
に
つ
い
て
、
充
実
し
た
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。

彼
ら
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
、
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
本
稿
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
ハ
ー
ヴ
ィ
の
テ
キ
ス
ト
・
言
明
の
分
析
に
関
し
て
最
近
出
さ
れ
た
二
人
の
研
究
を
紹
介
し
て
お
き

た
い
。
ま
ず
、
ご
．
ｍ
○
口
○
は
、
言
語
分
析
言
侭
巨
樹
①
自
巴
冨
逗
の
手
法
を
用
い
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
用
い
た
コ
ト
バ
を
分
析
し
、
フ
ェ
ル

こ
れ
と
同
時
に
、
↑
《
ｂ
、
ミ
ｏ
雪
○
ｐ

（
Ⅳ
）

発
な
議
論
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
ハ
ー
ヴ
ィ
没
後
三
○
○
年
の
一
九
五
七
年
以
降
、
ハ
ー
ヴ
ィ
研
究
は
異
な
っ
た
方
面
か
ら
も
大
き
く
充
実
し
、
厩
帰
一
の
ハ
ー
ヴ

（
脇
）

ィ
解
釈
の
弓
眉
①
一
自
身
の
枠
組
み
か
ら
の
読
み
込
み
」
的
側
面
、
あ
る
い
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
言
明
の
窓
意
的
な
引
用
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た
。
す
な
わ
ち
、
文
献
学
者
の
‐
弓
冨
茸
①
『
己
鴨
ら
に
よ
る
ハ
ー
ヴ
ィ
一
次
文
献
の
精
査
に
基
づ
く
批
判
的
検
討
・
翻
訳
活
動
が
行
わ
れ
、
こ

（
Ｍ
）

れ
ま
で
手
槁
と
し
て
し
か
利
用
で
き
な
か
っ
た
《
己
、
ミ
。
雪
冒
向
島
』
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
》
ゞ
を
刊
本
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

（
応
）

一
八
四
七
年
に
出
版
さ
れ
長
く
ハ
ー
ヴ
ィ
研
究
の
底
本
と
さ
れ
て
き
た
詞
弓
晨
の
に
よ
る
ハ
ー
ヴ
ィ
全
集
の
英
訳
が
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。

（
妬
）

ま
た
、
一
八
八
六
年
に
出
版
さ
れ
た
震
車
良
§
ご
苫
鴎
》
》
模
写
本
が
、
原
史
料
と
の
比
較
検
討
に
基
づ
き
批
判
さ
れ
、
新
た
な
英
訳
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
と
同
時
に
、
↑
《
ｂ
、
ミ
ｏ
雪
○
ｏ
員
獄
》
と
《
も
旦
関
言
ミ
の
葛
と
の
詳
細
な
相
互
対
照
が
行
わ
れ
、
血
液
循
環
論
の
形
成
過
程
に
関
し
て
活

し
か
し
、
言
三
月
邑
帰
の
英
訳
と
ハ
ー
ヴ
ィ
の
方
法
に
対
す
る
解
釈
は
、
新
た
な
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
英
訳
を
そ
の
ま
ま

（
肥
）
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し
か
し
、
ハ
ー
ヴ
ィ
を
テ
キ
ス
ト
の
相
互
照
射
の
内
部
で
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
う
し
た
研
究
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
思
考
を
一
定
の

知
的
概
念
枠
の
中
に
閉
じ
こ
め
る
こ
と
と
な
り
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
属
し
た
知
的
伝
統
は
明
ら
か
に
し
え
て
も
、
「
変
革
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
捉

え
難
く
な
っ
て
い
る
。

ヴ
ィ
の
一

り
取
り
、

ネ
ル
ご
由
①
３
里
）
の
用
い
た
コ
ト
バ
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
然
哲
学
の
復
活
・
再
興
を
第
一
の
目
的
と
し
、

（
幻
）

一
定
の
概
念
的
枠
組
み
に
立
つ
神
学
的
・
哲
学
的
な
生
命
観
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
ハ
ー
ヴ
ィ
像
を
描
き
出
す
。

さ
ら
に
、
○
○
○
烏
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
提
出
し
た
学
位
論
文
『
テ
キ
ス
ト
．
ア
ン
ド
・
コ
ン
テ
キ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
ハ
ー
ヴ

ィ
の
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
言
明
を
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ガ
レ
ノ
ス
、
キ
ケ
ロ
、
セ
ネ
カ
、
ザ
バ
レ
ラ
ロ
画
号
閏
の
言
）
、
ク

レ
モ
ニ
ー
ニ
（
ｃ
ｃ
①
日
○
口
目
）
、
ヴ
ィ
ー
ヴ
ェ
ス
Ｐ
，
ヨ
く
①
の
）
と
い
っ
た
古
典
古
代
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
諸
権
威
の
テ
キ
ス
ト
中
の
言

（
恥
）

明
と
対
比
し
つ
つ
、
テ
キ
ス
ト
間
の
相
互
関
連
・
相
互
依
存
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
定
置
し
た
。
Ｏ
Ｓ
鳥
の
意
図
す
る
の
は
、
ハ
ー

ヴ
ィ
の
一
貫
し
た
知
的
概
念
枠
を
、
こ
う
し
た
諸
テ
キ
ス
ト
の
織
り
な
す
複
雑
な
図
の
中
に
、
整
合
的
な
一
枚
の
絵
と
し
て
構
造
づ
け
、
切

－
１
３
．
こ
の
論
文
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
裁
り
口
で
何
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
か

本
稿
で
提
示
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
た
上
で
新
た
に
構
成
さ
れ
る
ハ
ー
ヴ
ィ
像
で
あ
る
。
し
か
し
、
論
者

の
提
示
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
知
的
概
念
枠
内
部
に
閉
ざ
さ
れ
た
ハ
ー
ヴ
ィ
で
は
な
い
。
配
帰
一
の
描
き
出
す
ハ
ー
ヴ
ィ
像
と
は
対
極
に
立

つ
、
「
変
革
期
」
の
自
覚
の
上
に
立
ち
、
新
た
な
「
方
法
」
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
動
的
な
ハ
ー
ヴ
ィ
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
、
次
の
２
つ
の
独
自
な
徴
り
口
を
用
意
し
た
。

一
つ
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
を
医
学
の
専
門
的
職
業
人
、
す
な
わ
ち
、
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
ｅ
尽
討
場
ミ
国
苫
邑
ご
ミ
ミ
、
）
と
し
て
捉

え
、
解
剖
示
説
と
い
う
空
間
の
中
の
ハ
ー
ヴ
ィ
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。

提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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二
つ
目
は
、
テ
キ
ス
ト
の
形
式
・
言
明
の
身
分
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
テ
キ
ス
ト
の
形
式
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ヴ
ィ
像
を
支
え
て
き
た
ハ
ー
ヴ
ィ
一
次
文
献
の
数
は
、
非
常
に
限

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
形
式
を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
匡
口
、
ミ
。
言
○
．
ミ
ミ
は
、
《
《
野
ミ
ミ
ミ
ご
急
菖
邑
ご
蒼
函
自

尽
ミ
。
言
８
ミ
冴
凰
…
ゞ
》
と
い
う
表
題
に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
賢
嗣
ミ
ミ
言
と
し
て
の
形
式
を
整
え
て
お
り
、
自
ら
が
審
査
役

（
烏
鼠
ミ
）
を
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
る
ロ
ン
ド
ン
医
師
協
会
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
。

回
罵
ミ
ミ
ご
と
は
、
論
述
の
形
で
、
自
ら
主
張
し
た
い
一
定
の
説
を
、
既
存
、
ま
た
は
、
想
定
さ
れ
る
対
論
か
ら
擁
護
し
つ
つ
、
そ
の
正

（
調
）

当
性
を
主
張
し
て
い
く
形
式
で
あ
る
。

倉
駒
馬
ミ
言
菩
菖
冴
烏
鴇
菖
、
昌
言
ミ
㈲
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ゞ
と
い
う
表
題
を
も
つ
ハ
ー
ヴ
ィ
の
も
う
一
つ
の
主
著
（
震
ｂ
、
思
罵
昌
言
ミ
ご
）
も
、

や
は
り
輿
、
爵
ミ
ミ
の
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
《
も
馬
奇
昼
。
苫
鴎
、
〉
は
、
解
剖
示
説
講
義
準
備
用
の
個
人
ノ
ー
ト
と
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
自
分
と
同
じ
立
場
の
正
規
の
教
育
を
受
け
た
医
師
に
向
け
て
、
公
開
を
明
確
に
意
識
し
つ
つ
手
紙
の
形
式
で
書
か
れ
た
も
の
が

十
数
通
残
さ
れ
て
い
る
。
一
六
四
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
《
己
、
Ｑ
禺
冨
昏
昏
ミ
》
）
は
、
血
液
循
環
論
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
に
対
し
て
書

か
れ
た
反
批
判
の
言
だ
が
、
こ
れ
も
手
紙
の
形
を
と
っ
て
い
る
。

次
に
、
言
明
の
身
分
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

当
該
時
代
の
大
学
に
お
け
る
正
統
的
な
医
学
教
育
は
、
諸
権
威
の
テ
キ
ス
ト
の
講
読
（
胃
言
）
と
こ
れ
に
対
す
る
注
釈
（
８
蒼
蒼
§
ご
ミ
）
、

さ
ら
に
は
、
討
論
（
ｓ
９
塁
愚
昏
）
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
た
。
い
わ
ば
、
「
コ
ト
バ
」
の
解
釈
に
関
す
る
知
の
蓄
積
に
よ
っ
て
権
威
づ
け
ら

れ
て
い
た
世
界
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
集
団
内
部
の
一
員
と
し
て
認
定
さ
れ
る
に
は
、
こ
う
し
た
諸
権
威
の
代
表
的
な
テ
キ
ス
ト
に

登
場
す
る
「
コ
ト
バ
」
へ
の
通
暁
と
そ
の
自
由
な
使
用
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、
輿
、
ミ
ミ
ざ
に
お
い
て
は
、
権
威
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
引
用

を
修
飾
的
に
用
い
て
自
己
の
論
を
補
強
し
た
り
、
自
分
が
論
駁
し
よ
う
と
す
る
対
論
の
論
者
の
引
用
し
た
テ
キ
ス
ト
の
言
明
を
一
時
的
に
肯
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（
弧
）

定
し
て
お
き
、
相
手
と
全
く
異
な
っ
た
解
釈
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
対
論
の
基
盤
を
堀
り
崩
す
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
著
述
に
登
場
す
る
言
明
を
、
各
文
脈
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
無
視
し
て
並
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
自

身
の
主
張
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
、
各
言
明
の
位
置
づ
け
、
ハ
ー
ヴ
ィ
自
身
の
与
え
た
重
要
度
な
ど
を
、
本
稿
で
は
「
言

明
の
身
分
」
と
い
う
コ
ト
バ
を
用
い
て
表
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
ハ
ー
ヴ
ィ
研
究
者
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
、
互
い
に
矛
盾
す
る
ハ
ー
ヴ
ィ
像
の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て

き
た
ハ
ー
ヴ
ィ
の
２
つ
の
言
明
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
を
３
つ
の
側
面
に
注
目
し
つ
つ
分
析
す
る
。

と
り
あ
げ
た
言
明
は
、
次
の
２
つ
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
理
論
か
ら
中
立
な
観
察
言
明
と
み
な
さ
れ
、
感
覚
に
基
づ
く
観
察
重
視
の

ハ
ー
ヴ
ィ
像
を
支
え
て
き
た
言
明
１
「
心
臓
の
固
有
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
は
、
埋
め
員
ｍ
で
あ
る
」
。
次
に
、
心
臓
の
運
動
の
目
的
、
す
な
わ
ち
、

ハ
ー
ヴ
ィ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
然
学
へ
の
傾
倒
、
思
弁
的
・
観
念
的
な
側
面
を
特
徴
づ
け
る
言
明
と
し
て
、
言
．
顧
帰
』
ら
に
よ
り
、
し
ば

し
ば
引
用
さ
れ
て
き
た
言
明
２
「
心
臓
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
の
ミ
ミ
§
（
有
用
性
）
は
、
末
端
で
失
っ
た
熱
と
精
気
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、

血
液
を
熱
と
精
気
の
源
泉
で
あ
る
心
臓
に
戻
す
こ
と
で
あ
る
」
。

次
の
３
つ
の
側
面
か
ら
、
上
記
２
つ
の
言
明
を
、
そ
れ
ぞ
れ
形
式
の
異
な
る
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
分
析
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ハ
ー
ヴ
ィ
に

よ
っ
て
「
Ａ
，
そ
の
言
明
を
引
き
出
す
問
い
が
、
ど
の
よ
う
な
問
題
の
場
で
設
定
さ
れ
」
「
Ｂ
・
言
明
の
正
当
性
が
何
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
」

「
Ｃ
，
い
か
な
る
位
置
づ
け
、
す
な
わ
ち
、
身
分
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
」
。

さ
ら
に
、
言
明
１
，
２
の
ハ
ー
ヴ
ィ
に
お
け
る
身
分
を
再
度
確
認
す
る
た
め
に
、
ハ
ー
ヴ
ィ
が
の
ミ
ミ
胃
（
学
知
）
に
対
す
る
独
自
の
方
法

論
を
纒
ま
っ
た
形
で
論
じ
た
唯
一
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
《
己
、
思
苫
、
昌
言
苫
、
ど
の
序
文
《
、
ミ
ミ
言
）
の
認
識
論
的
議
論
を
分
析
し
た
。

こ
う
し
た
分
析
に
よ
っ
て
、
本
稿
で
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。

ハ
ー
ヴ
ィ
の
ア
ナ
ト
ミ
ァ
は
、
身
体
部
位
の
カ
タ
チ
ば
か
り
で
な
く
、
ハ
タ
ラ
キ
に
注
目
す
る
ア
ナ
ト
ミ
ア
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
当

時
の
医
学
部
で
教
え
ら
れ
て
い
た
正
統
派
医
学
に
お
い
て
は
、
、
§
『
喝
§
ミ
（
何
の
た
め
に
）
に
つ
な
が
る
身
体
部
位
の
ハ
タ
ラ
キ
に
つ
い
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て
の
問
い
は
、
諸
権
威
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
引
用
・
注
釈
、
あ
る
い
は
、
引
用
・
注
釈
に
基
づ
く
論
証
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
具
体
的
な
モ
ノ
を
観
衆
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
身
体
部
位
の
ハ
タ
ラ
キ
に
関
す
る
「
自
己
の
説
」
を
提
示
す
る
ハ
ー

ヴ
ィ
の
ア
ナ
ト
ミ
ア
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
相
互
了
解
の
元
に
成
り
立
ち
得
て
い
た
の
か
。

さ
ら
に
は
、
本
来
「
Ｓ
的
（
術
）
」
の
領
域
に
属
す
る
、
部
分
に
分
か
ち
切
り
裂
き
「
見
せ
る
」
と
い
う
行
為
が
、
「
ミ
ミ
ミ
（
学
知
）
」
の
領

域
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
ハ
ー
ヴ
ィ
の
主
張
は
、
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
か
。

す
な
わ
ち
、
言
明
１
、
言
明
２
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
、
矛
盾
し
た
２
つ
の
ハ
ー
ヴ
ィ
像
を
支
え
て
き
た
ハ
ー
ヴ
ィ
自
身
の
言
明
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
医
師
協
会
主
催
の
解
剖
示
説
講
義
と
い
う
、
一
定
の
相
互
了
解
の
成
り
立
つ
空
間
に
お
い
て
、
テ
キ
ス
ト
の
注
釈
か
ら
の

（
証
）

離
脱
と
し
て
の
、
「
罵
蔚
ミ
胃
（
学
知
）
の
獲
得
に
至
る
、
新
し
い
、
よ
り
確
か
な
道
」
を
模
索
し
つ
つ
、
新
し
い
「
方
法
」
を
形
成
し
て
い
く

ハ
ー
ヴ
ィ
像
を
統
一
的
に
描
き
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
《
噌
母
旦
恩
昏
菖
鴎
》
》
、
お
よ
び
、
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ボ
ー
ァ
ン
（
の
閉
Ｂ
ａ
国
四
目
目
》
届
ｇ
‐

届
瑳
）
の
《
自
毒
④
ミ
ミ
ミ
津
苫
邑
さ
ミ
ミ
ニ
ミ
》
は
、
我
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
き
て
い
な
い
た
め
、
叙
述
に
あ
た
っ
て

は
、
な
る
べ
く
引
用
を
多
く
行
い
試
訳
を
紹
介
す
る
よ
う
努
め
た
。
た
だ
し
、
震
、
馬
奇
ミ
ミ
鴎
〕
）
は
、
私
的
な
ノ
ー
ト
へ
の
断
片
的
な
記
述
の

た
め
、
こ
な
れ
た
日
本
語
に
し
が
た
い
部
分
も
多
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
今
日
の
論
理
学
か
ら
見
て
の
論
理
的
妥
当
性
、
す
な
わ
ち
、
ハ
ー
ヴ
ィ
は
果
た
し
て
「
血
液
の
体
循
環
を
論
証
し
え
て
い
る
か
否

か
」
と
い
っ
た
問
題
、
あ
る
い
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
が
、
い
つ
血
液
の
体
循
環
論
に
到
達
し
た
の
か
と
い
う
問
題
関
心
に
も
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら

な
い

○
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二
１
１
１
１
．
３
つ
の
テ
キ
ス
ト
ー
ー
ら
、
ミ
ミ
層
ｇ
員
房
衷
《
も
、
命
苛
。
詮
。
胃
②
胃
、
負
弓
馬
ミ
ミ
ミ
堅
冒
ご
ミ
ミ
ミ
、
、

《
己
、
ミ
。
雪
９
員
蜀
》
「
同
学
へ
の
挨
拶
」
に
は
、
「
心
臓
の
ミ
ミ
畠
（
運
動
）
と
そ
の
鼠
畠
（
用
途
）
、
な
ら
び
に
、
血
液
の
循
環
に
関
す

（
職
）

る
私
の
説
を
…
解
剖
学
講
義
に
お
い
て
公
表
し
て
き
た
」
と
い
う
有
名
な
一
節
が
あ
る
。

ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
一
六
一
五
年
秋
に
、
ラ
ム
リ
講
義
の
公
開
解
剖
示
説
講
義
の
講
師
に
任
命
さ
れ
、
一
六
一
六
年
春
に
第
一
回
の
公
開
解
剖

を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
長
く
こ
の
職
に
あ
っ
た
。

ラ
ム
リ
講
義
は
、
一
五
八
二
年
、
ロ
ン
ド
ン
医
師
協
会
に
対
し
ラ
ム
リ
卿
が
寄
付
し
た
講
義
で
あ
り
、
外
科
医
に
対
し
、
医
師
協
会
に
属

す
る
医
師
が
講
ず
る
六
年
間
一
コ
ー
ス
の
解
剖
講
義
と
、
基
本
的
に
毎
年
お
こ
な
わ
れ
る
解
剖
示
説
か
ら
成
っ
て
い
る
。
解
剖
示
説
に
関
し

て
は
、
こ
れ
と
は
別
に
医
師
協
会
は
国
王
の
勅
許
を
受
け
、
一
五
六
五
年
以
来
、
会
員
に
向
け
て
の
解
剖
示
説
講
義
を
隔
年
毎
に
行
っ
て
き

た
。
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
一
六
一
八
年
に
は
、
こ
の
医
師
協
会
の
解
剖
示
説
講
義
の
講
師
も
兼
任
し
て
い
た
が
、
こ
の
二
つ
の
解
剖
示
説
の
準
備

ノ
ー
ト
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
犀
昌
昏
冨
扇
①
ニ
ョ
四
８
口
○
呂
①
昌
○
邑
麗
っ
の
手
槁
、
す
な
わ
ち
、
表
題
に
倉
、
穂
肯
き
苫
鴎
竪
苫
画
さ
§
馬

（
弧
）

［
ざ
ご
Ｑ
爵
ミ
易
》
ゞ
と
記
さ
れ
た
手
書
き
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

こ
の
《
も
惹
奇
ミ
ミ
鴎
》
》
を
手
槁
に
基
づ
い
て
解
読
、
研
究
、
英
訳
し
た
弓
三
茸
の
風
烏
①
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
こ
の
↑
↑
、
ミ
ミ
ご
ミ
の
ゞ
｝
は

長
年
に
わ
た
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
、
実
際
の
解
剖
示
説
で
の
体
験
が
余
白
に
赤
イ
ン
ク
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
村
が
主
張
す
る
よ

う
に
、
解
剖
示
説
講
義
ば
か
り
で
な
く
週
二
回
の
ラ
ム
リ
講
義
自
体
で
も
、
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
私
的
な
研
究
目
的
に
も
使
わ
れ
た
可
能
性

（
拠
）

が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

二
１
１
．
言
明
１
「
心
臓
の
固
有
の
ミ
◎
言
②
（
運
動
）
は
、
遇
亀
昌
⑮
で
あ
る
。
」

［
二
］
ハ
ー
ヴ
ィ
の
２
つ
の
言
明
の
検
討
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二
－
１
１
２
負
冑
負
ご
冒
冒
、
ミ
冒
鈎
§
言
⑤
負
に
つ
い
て

ハ
ー
ヴ
ィ
の
時
代
に
お
い
て
ア
ナ
ト
ミ
ア
に
は
多
様
な
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
人
体
の
病
的
状
態
を
知
る
た
め
に
人
体

内
部
に
注
目
す
る
角
菖
ミ
。
蒼
昔
ミ
ミ
ミ
葛
邑
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
然
学
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
邑
冨
員
。
蒼
昔
暮
号
の
号
ミ
ミ
は
、
相
互

に
異
な
る
問
題
構
成
、
問
題
意
識
に
導
か
れ
な
が
ら
も
融
合
し
つ
つ
、
ス
コ
ラ
医
学
に
、
解
か
れ
る
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
提
起
し
て
き

ま
た
、
↑
も
馬
奇
忌
ｏ
ミ
の
》
ゞ
に
は
先
行
す
る
諸
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
引
用
が
豊
富
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
ボ
ー
ァ
ン
の
↑
白
岑
免
ミ
ミ
ミ

出
斡
ミ
。
蒼
詩
慧
蒼
・
・
は
、
基
本
的
な
底
本
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
記
述
が
無
批
判
に
そ
の
ま
ま
転
記
さ
れ
て
い
る
部
分
も
多

い
。
ま
た
、
言
彦
弓
自
侭
①
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
一
目
毒
、
ミ
ミ
ミ
』
畠
貝
。
ミ
、
ミ
ミ
・
》
に
つ
け
ら
れ
た
豊
富
な
註
か
ら
、
孫
引
き
の
形
で

（
弱
）

他
の
テ
キ
ス
ト
の
引
用
を
行
っ
て
い
る
部
分
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
解
剖
示
説
は
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
基
本
的
に
は
、

国
毒
、
ミ
ミ
ミ
出
苫
ミ
。
曽
計
篭
ミ
》
の
全
体
を
咀
噛
し
た
上
、
他
の
テ
キ
ス
ト
を
も
参
照
し
な
が
ら
短
時
間
の
示
説
に
適
す
る
よ
う
に
再
構
成
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
《
自
岑
⑯
ミ
ミ
ミ
レ
苫
ミ
ｏ
蒼
胃
蚤
ミ
、
に
対
し
て
批
判
的
な
ス
タ
ン
ス
に
立
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
心
臓
の

ミ
ミ
房
（
運
動
）
に
関
す
る
記
述
部
分
は
、
そ
の
典
型
例
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

搾
姶

○
口
自
己
侭
冨
目
に
よ
れ
ば
、
人
文
主
義
者
に
よ
る
ガ
レ
ノ
ス
文
献
研
究
に
基
き
肥
世
紀
の
ア
ナ
ト
ミ
ス
ト
た
ち
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き

た
人
体
解
剖
の
基
礎
の
上
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
倉
葛
ミ
。
ミ
ミ
暮
嘗
め
§
言
＆
の
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
復
活
さ
せ
た
の
が
パ
ド
ヴ
ァ

（
邦
）

の
フ
ァ
ブ
リ
キ
ウ
ス
自
画
耳
胃
旨
の
号
少
口
匡
９
９
号
貝
①
）
で
あ
っ
た
。

ハ
ー
ヴ
ィ
は
パ
ド
ヴ
ァ
に
お
い
て
、
こ
の
フ
ァ
ブ
リ
キ
ウ
ス
に
学
ん
で
い
る
。

↑
《
、
慰
奇
昌
○
苫
鴎
ゞ
》
の
冒
頭
の
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
ア
ナ
ト
ミ
ァ
に
次
の
定
義
を
与
え
て
い
る
。

（
打
）

ア
ナ
ト
ミ
ア
は
、
目
に
よ
る
観
察
と
切
開
に
よ
っ
て
（
身
体
の
）
部
分
の
用
途
と
作
用
を
知
る
方
策
で
あ
る
。
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な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
．

き
標
識
な
の
で
あ
る
。

・
用
途
、
作
用
、
何
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
か

・
稀
な
こ
と
、
お
よ
び
、
病
的
状
態
で
の
観
察

・
権
威
の
説
か
ら
生
ず
る
問
い

（
郷
）

・
切
開
に
お
け
る
手
技
、
ま
た
は
、
器
用
さ
。
死
体
の
状
態
の
整
備

こ
の
う
ち
、
第
二
の
も
の
が
、
負
苫
負
さ
ミ
曽
暮
き
め
ｇ
ミ
ミ
の
主
に
扱
う
領
域
で
あ
っ
た
。

吾
房
さ
ミ
ミ
（
自
然
誌
）
は
、
こ
の
た
め
の
必
須
の
準
備
段
階
と
し
て
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
身
体
を
構
成
す
る
部
分
を
小
分
け
に
し
、
そ

の
各
部
分
の
豊
農
己
負
の
ミ
壁
蒼
の
ミ
貫
号
（
位
置
あ
る
い
は
境
界
）
、
一
耐
塁
昌
（
形
）
、
ミ
ミ
ミ
ミ
の
（
量
あ
る
い
は
大
き
さ
）
、
肉
質
か
神
経
的
か
膜

質
か
と
い
っ
た
曽
雰
ご
舜
冒
（
実
質
）
、
曽
ミ
畠
（
運
動
）
等
に
つ
い
て
、
情
報
を
並
べ
て
い
く
。

こ
の
琴
量
弓
曽
（
自
然
誌
）
に
基
づ
き
、
畠
鼠
（
用
途
）
、
胃
昏
（
作
用
）
、
ミ
ミ
言
房
も
罵
号
詩
、
倉
員
（
有
用
性
）
、
す
な
わ
ち
、
身
体
の
あ

る
部
分
は
、
全
体
に
と
っ
て
何
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
？
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
？
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
部
分
の
画
昼
○
（
作

（
調
）

用
）
と
、
全
身
に
お
け
る
そ
の
ミ
登
冒
（
有
用
性
）
の
区
別
の
導
入
は
、
ガ
レ
ノ
ス
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

（
鋤
）

と
こ
ろ
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
然
学
に
お
い
て
、
プ
シ
ュ
ケ
ー
（
葺
夷
塾
、
す
な
わ
ち
、
ラ
テ
ン
語
で
い
う
ａ
ミ
ミ
色
は
、
「
生
き
て
い
る

こ
と
」
を
定
義
づ
け
る
「
コ
ト
バ
」
と
し
て
登
場
す
る
。

（
弧
）

そ
れ
含
ミ
ミ
負
）
は
、
定
義
に
応
ず
る
実
体
Ｔ
本
質
］
で
あ
る
。

「
生
き
て
い
る
も
の
」
、
す
な
わ
ち
、
「
国
ミ
ミ
ロ
を
も
つ
も
の
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
単
な
る
「
コ
ト
バ
」
の
言
い
換
え
で
は

な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
り
、
ロ
ミ
ミ
ロ
と
は
「
生
き
て
い
る
も
の
」
の
形
相
Ⅱ
本
質
で
あ
り
、
「
生
き
て
い
な
い
」
混
合
物
と
区
別
す
べ

ア
ナ
ト
ミ
ア
は
５
つ
の
主
題
に
関
し
て
い
る

琴
量
弓
冒
（
自
然
誌
）



45 日本医史学雑誌第47巻第1号（2001）

い
わ
ば
、
「
生
き
て
い
る
も
の
」
の
示
す
現
象
的
多
様
性
を
整
理
し
、
共
通
項
と
し
て
の
「
本
質
」
を
求
め
る
た
め
の
概
念
的
道
具
が
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
の
ご
ミ
ミ
ロ
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
ロ
ミ
ミ
ロ
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
定
義
づ
け
ら
れ
る
。

畠
ミ
ミ
含
は
可
能
的
に
生
命
を
も
つ
自
然
的
物
体
の
第
一
の
現
実
態
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
物
体
と
い
う
の
は
、
器
官
を
も
つ
も

の
［
有
機
体
］
で
あ
る
な
ら
、
そ
う
で
あ
る
。
…
ａ
ミ
ミ
ロ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
何
か
共
通
の
も
の
を
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ

（
塊
）

れ
は
「
自
然
的
・
有
器
官
的
物
体
の
第
一
の
現
実
態
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
生
き
て
い
る
も
の
」
は
器
官
と
い
う
カ
タ
チ
あ
る
道
具
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

瞳
と
見
る
こ
と
が
目
を
８
鼠
ミ
ミ
ざ
（
と
い
う
概
念
を
構
成
）
し
て
い
る
よ
う
に
、
ロ
ミ
ミ
色
と
身
体
が
一
緒
に
「
生
き
て
い
る
も
の
」
を

（
⑱
）

８
鼠
ミ
ミ
ざ
（
と
い
う
概
念
を
構
成
）
し
て
い
る
。

こ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
独
特
の
生
命
観
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
生
物
学
」
に
お
け
る
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
高
い
位
置
づ
け
を
支
え
て
い
た
。

有
器
官
的
身
体
の
つ
く
り
を
知
り
、
そ
の
個
々
の
部
分
の
用
途
、
作
用
、
機
能
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
部
分
が
何
の
た
め
に
有
る
か
を
明
ら
か

（
判
）

に
す
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
、
愚
ミ
ミ
員
を
知
る
こ
と
に
繋
が
る
。
身
体
は
皇
ミ
ミ
ロ
の
道
具
な
の
で
あ
る
。

蛆
世
紀
パ
ド
ヴ
ァ
に
お
い
て
復
活
し
た
邑
苫
畠
ご
量
曽
、
ご
§
§
ミ
ミ
は
、
こ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
立
場
を
基
本
的
に
踏
襲
し
て
い
た
。

昌
苫
ミ
。
ミ
曽
暮
ぎ
め
§
ミ
ミ
は
、
そ
の
視
座
を
人
体
に
限
定
し
な
い
。
広
く
、
「
生
き
て
あ
る
も
の
」
の
自
然
誌
を
集
め
、
普
遍
と
し
て
の
「
生

き
て
あ
る
も
の
Ⅱ
エ
ン
プ
シ
ュ
コ
ン
」
を
探
る
。

再
び
《
も
員
免
ミ
ミ
鴎
ゞ
〕
に
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
捉
え
る
園
苫
ミ
Ｏ
ミ
ミ
導
き
的
ｇ
ミ
ミ
の
実
像
を
求
め
て
み
よ
う
。
画
謁
ミ
Ｃ
ミ
ョ
、
冨
勇
§
ミ
ミ
に

（
幅
）

お
い
て
、
身
体
は
、
負
ミ
ミ
急
の
区
分
に
従
い
、
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

再
び
《
《
、
黒

お
い
て
、
身
些

す
な
わ
ち
、

１
、
（
果
た
し
て
い
る
）
ハ
タ
ラ
キ
（
§
Ｓ
宮
）
、
ま
た
は
、
そ
の
ハ
タ
ラ
キ
の
な
さ
れ
る
場
所
に
よ
っ
て
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２
、
含
ミ
ミ
含
的
（
ロ
ミ
曽
ミ
計
）
、
生
命
的
（
ミ
ミ
易
）
、
自
然
的
（
葛
ミ
蚤
昌
罫
）
と
い
っ
た
機
能
（
雪
葛
旦
ご
）
に
よ
っ
て

３
、
作
用
、
ま
た
は
、
用
途
に
よ
っ
て

（
妬
）

４
、
何
の
た
め
に
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
優
位
性
に
よ
っ
て

普
遍
と
し
て
の
「
生
き
て
あ
る
も
の
」
の
本
質
を
知
る
た
め
に
、
身
体
を
小
分
け
に
し
た
各
部
分
の
「
ハ
タ
ラ
キ
」
を
知
っ
て
い
く
。
一

言
で
言
え
ば
、
こ
れ
が
、
負
苫
邑
さ
曽
曽
葛
き
め
§
ミ
ミ
の
目
的
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
身
体
の
部
分
は
、
「
そ
れ
が
身
体
全
体

の
中
で
、
い
か
な
る
ハ
タ
ラ
キ
を
し
て
い
る
か
。
ど
の
よ
う
な
役
に
立
っ
て
い
る
か
」
に
よ
っ
て
定
義
づ
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
収
縮
す
る

も
の
」
が
、
類
と
し
て
の
ミ
ミ
鼠
と
い
う
「
コ
ト
バ
」
を
定
義
づ
け
て
い
る
。
動
物
に
よ
り
、
カ
タ
チ
、
色
、
位
置
が
異
な
ろ
う
と
も
、
「
収

（
卿
）

縮
す
る
」
と
い
う
「
ハ
タ
ラ
キ
」
を
も
つ
も
の
は
誌
亀
己
鼠
な
の
で
あ
る
。

心
臓
に
お
い
て
も
、
亀
苫
ミ
。
量
曽
喜
ぎ
め
ｇ
意
ｓ
が
求
め
る
の
は
、
類
と
し
て
の
。
ミ
（
心
臓
）
を
定
義
づ
け
る
「
ハ
タ
ラ
キ
」
で
あ
る
。
こ

の
「
ハ
タ
ラ
キ
」
、
す
な
わ
ち
、
何
の
た
め
に
あ
る
か
、
の
確
定
の
た
め
に
、
心
臓
の
ミ
ミ
畠
（
運
動
）
の
§
言
（
作
用
）
を
確
か
め
る
こ
と

は
必
須
の
前
提
と
な
る
。

二
１
１
１
３
．
ボ
ー
ア
ン
《
畠
琴
⑯
§
『
寓
言
』
胃
§
・
胃
胃
属
ミ
》
の
形
式
と
心
臓
の
運
動
の
記
述

ボ
ー
ア
ン
の
由
胃
ミ
ミ
ミ
隆
菖
急
ぎ
ミ
房
震
ミ
》
は
、
解
剖
講
義
を
受
け
る
初
学
者
に
向
け
て
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
、
「
最
良
の
テ
キ
ス
ト

（
州
）

の
ひ
と
つ
」
と
し
て
広
く
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

ボ
ー
ア
ン
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
と
同
様
、
パ
ド
ヴ
ァ
で
フ
ァ
ブ
リ
キ
ウ
ス
に
学
ん
で
お
り
、
邑
菖
ミ
。
蒼
曽
暮
曽
②
ｇ
量
目
と
国
葛
ミ
。
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
苫
圏

の
折
衷
と
い
う
肥
世
紀
ア
ナ
ト
ミ
ス
ト
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
た
。
ボ
ー
ア
ン
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ガ
レ
ノ
ス
の

（
側
）

書
物
と
と
も
に
、
神
の
被
造
物
と
し
て
の
「
自
然
の
書
」
を
読
む
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
ボ
ー
ァ
ン
の
思
想
全

体
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
解
剖
講
義
の
初
学
者
用
の
テ
キ
ス
ト
と
い
う
形
式
の
内
部
で
書
か
れ
た
《
自
青
ミ
ミ
ミ
』
苫
邑
ご
蒼
骨
震
ミ
．
に
注
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《
自
青
ミ
ミ
ミ
出
苫
ミ
。
ミ
肴
ミ
鳶
〕
》
は
、
腹
部
・
胸
部
・
頭
部
・
四
肢
と
い
う
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
昌
○
且
冒
ｏ
Ｑ
ｇ
Ｐ
烏
凶
）
型
の
形
式
に
従
っ

て
書
か
れ
て
お
り
、
画
ｌ
郵
章
で
心
臓
、
お
よ
び
、
動
脈
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
本
の
特
色
は
、
当
該
時
代
の
他
の
解
剖
学
書
と
比
較
し
て
も
、
古
代
の
権
威
の
テ
キ
ス
ト
、
近
代
の
諸
説
の
引
用
が
極
め
て
充
実
し

て
お
り
、
そ
の
典
拠
が
ペ
ー
ジ
毎
に
詳
し
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
駆
章
「
心
臓
Ｓ
ｍ
９
鳶
計
）
」
の
冒
頭
に
お

い
て
、
心
臓
の
形
態
的
・
質
的
特
徴
が
語
ら
れ
る
前
に
、
ま
ず
、
古
代
の
権
威
の
テ
キ
ス
ト
に
は
「
そ
も
そ
も
心
臓
と
は
何
か
、
何
と
書
か

れ
て
き
た
か
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
典
拠
か
ら
の
引
用
を
示
し
な
が
ら
並
べ
ら
れ
る
。

一
部
を
原
文
の
ま
ま
示
し
て
お
い
た
。
（
「
」
内
に
本
文
中
の
記
述
、
（
）
内
に
註
の
記
述
を
示
し
た
。
）

「
冒
爵
ミ
ミ
。
§
吃
。
」
（
ロ
．
⑦
ミ
．
営
国
ミ
．
ミ
ミ
．
ミ
苫
ミ
ミ
ミ
冒
爵
営
尽
ｇ
い
、
輿
ミ
ミ
ミ
『
睦
言
員
。
鼠
負
畠
。
ミ
②
ミ
ミ
鴎
冒
８
ミ
、

。
三
一
ｏ
ミ
ミ
ご
「
国
ミ
ご
胃
、
尋
量
的
旦
勲
雰
守
」
念
．
輯
ｓ
、
ｏ
ミ
ミ
品
、
言
ご
ミ
、
の
国
奇
苫
Ｏ
、
の
ご
『
の
房
亀
ら
顯
型
言
管
員
骨
身
。
ご
§
尋
詮
的
烏
寮
漫
ミ
墜
騨
苫
。
〕

○
胃
鼠
暮
農
、
卑
留
ミ
。
ミ
鼠
８
穂
蔑
含
尽
漣
Ｃ
ミ
陣
陛
胃
量
．
ミ
ミ
自
胃
§
言
．
苫
。
苫
ご
苫
ミ
ミ
『
昌
鷺
冒
雰
』
の
豊
、
§
量
８
ミ
§
胃
曽
雰

（
利
）

罵
号
ミ
ゞ
§
Ｓ
苫
隆
劃
慰
．
ミ
ミ
馬
ミ
ゞ
急
患
詞
ミ
ミ
ミ
、
ミ
急
暮
⑮
言
ミ
．
ｂ
鼠
蜀
の
ご
ミ
ミ
ミ
：
．
）

こ
の
ボ
ー
ァ
ン
の
言
か
ら
読
み
と
れ
る
の
は
、
権
威
の
諸
説
が
相
互
の
矛
盾
・
整
合
性
を
と
り
あ
え
ず
無
視
し
て
並
べ
ら
れ
る
独
特
の
ス

タ
イ
ル
で
あ
り
、
解
剖
学
的
部
位
と
そ
の
名
称
、
す
な
わ
ち
、
モ
ノ
ー
コ
ト
バ
の
対
応
関
係
の
前
に
、
膨
大
な
典
拠
の
暗
記
が
解
剖
学
の
学

習
者
に
は
課
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
当
時
の
解
剖
学
教
育
の
実
状
で
あ
る
。

こ
の
後
、
心
臓
全
体
の
忽
言
（
位
置
）
、
詩
慧
昌
（
形
）
、
蒼
侭
ミ
ミ
。
（
大
き
さ
）
、
心
臓
の
部
分
、
管
、
動
脈
、
神
経
の
説
明
が
こ
れ
に
続

Ｉ

心
臓
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
は
、
巫
章
「
心
臓
の
心
室
、
心
耳
の
曽
雰
胃
ミ
胃
（
実
質
）
」
に
お
い
て
、
肉
質
で
あ
る
か
否
か
と
い
っ
た
旨
雰
冒
ミ
愚

（
実
質
）
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
で
、
論
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
内
在
熱
の
連
続
的
な
運
動
の
支
配
。
個
体
の
身
体
的
部
分
に
熱
を
毎
日
生

目
し
つ
つ
、
検
討
し
て
み
よ
う
。
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（
別
）
（
馳
）

じ
さ
せ
、
栄
養
か
ら
取
り
出
し
、
完
全
へ
と
燃
え
立
た
せ
、
分
散
さ
せ
る
」
、
「
心
臓
の
拍
動
は
、
絶
え
間
な
い
精
気
の
精
製
を
持
続
さ
せ
る
」

と
い
っ
た
心
臓
の
運
動
の
鼠
畠
（
用
途
）
、
§
言
（
作
用
）
、
営
苫
昼
。
（
機
能
）
が
潭
然
一
体
と
な
っ
た
形
で
、
典
拠
に
基
づ
く
諸
権
威
か
ら
の

引
用
を
示
し
な
が
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
詔
）

「
心
臓
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
は
、
…
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
亀
曽
ミ
、
と
望
め
員
⑮
…
そ
の
間
に
運
動
の
静
止
が
は
さ
ま
る
」
と
記
述
し
た
後
、

包
冒
ミ
、
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
が
加
え
ら
れ
る
。

（
別
）

「
目
言
ミ
ミ
（
拡
張
さ
れ
る
）
と
は
、
垂
直
の
繊
維
が
（
心
臓
の
）
刃
先
を
基
部
に
向
か
っ
て
引
き
寄
せ
、
そ
の
後
、
瞬
時
に
復
帰
す
る
…
」
。

こ
の
言
明
に
は
、
そ
の
正
当
性
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
、
「
動
物
の
生
体
解
剖
に
よ
っ
て
真
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
」
と
い
う
ガ
レ
ノ

ス
の
言
明
、
エ
ラ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
同
国
、
興
国
目
の
）
、
コ
イ
タ
ー
（
ぐ
．
９
胃
門
）
、
リ
オ
ラ
ン
Ｑ
、
四
○
一
目
）
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
引
用
が

（
弱
）
（
弱
）

脚
註
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
文
の
次
の
一
行
、
「
心
臓
は
、
外
側
に
拡
張
し
、
あ
た
か
も
球
状
に
見
え
る
」
に
は
ヴ
ェ
サ
リ
ゥ
ス

（
少
．
く
①
囲
冒
の
）
の
患
劃
守
忍
８
こ
か
ら
の
引
用
文
が
、
さ
ら
に
そ
の
次
の
一
行
、
「
そ
の
易
鼠
（
用
途
）
は
、
血
液
を
静
脈
の
管
を
通
っ
て
右

（
心
室
）
へ
と
、
…
空
気
を
、
静
脈
性
動
脈
を
通
っ
て
左
心
室
へ
と
引
き
つ
け
る
」
の
「
引
き
つ
け
る
」
に
は
、
司
冒
さ
奇
に
お
い
て
、
血
液

季
抑
）

と
精
気
が
放
出
さ
れ
る
」
と
す
る
コ
ロ
ン
ボ
昂
．
○
巳
○
日
ｇ
）
の
《
己
、
馬
邑
苫
員
。
量
『
昌
冨
に
お
け
る
異
説
が
註
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
心
室
の
役
割
は
、
空
気
と
血
液
か
ら
遇
ミ
ミ
の
員
言
罫
を
調
整
す
る
こ
と
。
空
気
は
、
口
と
鼻
か
ら
吸
い
込
ま
れ
、
肺
で
準
備
さ

れ
、
静
脈
性
動
脈
を
通
っ
て
、
心
臓
が
ｓ
奇
冒
言
（
拡
張
）
さ
れ
る
時
に
、
左
心
室
で
（
血
液
と
）
結
び
付
け
ら
れ
る
。
血
液
は
、
右
心
室
で

調
理
さ
れ
、
一
部
は
肺
の
栄
養
の
た
め
に
動
脈
性
静
脈
を
通
っ
て
分
配
さ
れ
、
一
部
は
、
心
臓
の
壁
を
通
っ
て
引
き
つ
け
ら
れ
、
空
気
と
混

（
認
）

ぜ
合
わ
さ
れ
、
内
在
熱
と
絶
え
間
な
い
運
動
か
ら
完
成
さ
れ
る
」
と
い
う
、
一
己
、
ミ
。
言
９
ミ
罰
｝
で
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
「
一
般
的
な

説
」
が
、
同
じ
く
、
典
拠
に
基
づ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
初
学
者
用
の
解
剖
学
教
科
書
と
い
う
形
式
を
も
つ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
↑
↑
ご
ｍ
ミ
ミ
ミ
崖
苫
ミ
。
ミ
ミ
ミ
ゞ
に
お
い
て
は
、

Ａ
「
心
臓
の
ミ
ミ
畠
（
運
動
）
」
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
は
、
解
剖
学
教
科
書
の
中
の
必
須
の
一
項
目
と
い
う
問
題
の
「
場
」
に
お
い
て
設
定
さ
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二
１
１
１
４
．
Ｗ
・
ハ
ー
ヴ
ィ
《
も
、
里
心
。
詮
。
嵩
鯛
の
、
・
に
お
け
る
心
臓
の
運
動
の
提
示

解
剖
講
義
に
お
け
る
諸
説
の
並
列
的
な
記
述
は
、
ス
コ
ラ
医
学
の
伝
統
的
な
教
育
形
態
を
反
映
し
て
い
る
・
医
学
専
攻
学
生
は
さ
ぎ
雲
貫
ご

（
調
）

（
討
論
）
の
試
練
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ｓ
ｇ
壁
§
ざ
に
参
加
す
る
に
は
、
一
定
の
ト
ピ
ッ
ク
に
対
す
る
も
含
め
ミ
（
医
師
た
ち
）
の
説
（
ガ

レ
ノ
ス
説
を
祖
形
と
す
る
）
と
喜
号
い
§
雪
（
哲
学
者
た
ち
）
の
説
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
説
を
祖
形
と
す
る
）
、
お
よ
び
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る

代
表
的
な
注
釈
へ
の
通
暁
が
必
須
の
知
識
と
し
て
要
請
さ
れ
る
。

拙
論
に
お
い
て
既
に
示
し
た
よ
う
に
、
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
も
馬
肯
き
苫
鴎
》
》
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
諸
説
の
並
列
的
な
記
述
は
踏
襲
さ
れ
て

し
か
し
、
時
に
は
、
こ
う
し
た
諸
説
の
記
述
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ハ
ー
ヴ
ィ
独
自
の
説
が
示
さ
れ
る
場
面
が
あ
り
、
そ
の
最
も
重
要
な
一
例

（
肌
）

と
し
て
、
晨
、
§
Ｒ
冒
苫
鴎
ど
き
一
．
ぢ
ぐ
に
は
、
血
液
の
体
循
環
説
が
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ご
｛
．
ぎ
ぐ
に
先
立
つ
ご
｛
．
己
か
ら
心
臓
（
８
こ
が
扱
わ
れ
て
お
り
、
ご
《
．
。
か
ら
き
一
・
ざ
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
、
心
臓
を
扱
う

肥
頁
中
７
頁
が
心
臓
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
の
記
述
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
ポ
ー
ア
ン
の
「
心
臓
の
ミ
ミ
畠
（
運
動
こ
論

か
ら
運
②
ミ
、
食
冒
ミ
、
の
問
題
の
み
が
切
り
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
《
己
、
ミ
。
言
ｏ
Ｃ
ミ
冴
菖
で
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、

心
臓
の
運
動
の
易
農
（
用
途
）
、
ミ
ミ
（
作
用
）
、
膏
ミ
言
（
機
能
）
に
関
す
る
通
説
、
す
な
わ
ち
、
右
心
室
か
ら
の
静
脈
血
、
肺
か
ら
の
空
気

に
よ
る
左
心
室
で
の
精
気
の
生
成
、
な
ら
び
に
、
動
脈
を
介
し
て
の
全
身
体
へ
の
動
脈
血
の
送
達
と
い
う
残
り
の
部
分
は
敢
え
て
切
り
落
さ

れ
て
い
る
。
「
血
液
の
体
循
環
」
の
着
想
を
、
こ
の
ご
《
．
弓
か
ら
ご
《
．
ｇ
記
述
時
に
ハ
ー
ヴ
ィ
が
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
否
定
的
見
解

い

る凶
○

CB

れ
、
心
臓
の
ミ
ミ
農
（
運
動
）
の
§
言
（
作
用
）
、
菅
ミ
言
（
機
能
）
、
鼠
鼠
（
用
途
）
が
潭
然
一
体
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

言
明
の
正
当
性
は
典
拠
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
の
正
当
性
に
よ
り
保
証
さ
れ
て
い
る
。

初
学
者
の
理
解
し
て
お
く
べ
き
．
般
的
な
説
」
と
し
て
示
さ
れ
、
異
説
も
覚
え
て
お
く
べ
き
説
と
し
て
並
列
的
に
並
べ
ら
れ
る
。



月澤美代子:W･ハーヴィのアナトミアと方法 50

(1)

‘ざ
～

ﾐ｝

ハ
ー
ヴ
ィ
の
心
臓
の
運
動
に
関
す
る
論
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
思
考
の
展
開
に
従
い
、
次
の
よ
う
に
何
度
か
纒
め
直
さ
れ
て
い
る
。

①
従
来
の
通
説
に
対
す
る
疑
問
の
示
さ
れ
る
ご
《
．
弓

②
動
物
の
生
体
解
剖
を
援
用
し
て
、
自
ら
の
答
え
を
示
し
て
い
く
過
程
と
し
て
の
ご
一
‐
弓
ぐ

③
厳
密
な
手
続
き
に
従
っ
て
、
自
己
の
説
を
提
示
し
て
い
く
ご
｛
．
認
く
‐
ご
《
．
ｇ

ご
｛
．
弓
と
ご
｛
．
弓
く
が
時
間
的
に
ず
れ
て
書
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
明
言
で
き
な
い
が
、
ざ
へ
．
認
ぐ
‐
さ
【
．
ぎ
く
が
改
め
て
纏
め
直
さ
れ

（
㈱
）

た
部
分
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
つ
の
段
落
に
分
け
て
明
確
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
の
段
落
で
は
、
こ
の
解
剖
示
説
講
義
の
底
本
で
あ
る
ボ
ー
ア
ン
の

倉
ご
馬
ミ
ミ
ミ
』
苫
含
ご
ミ
計
ミ
ミ
》
の
要
約
を
、
ボ
ー
ァ
ン
の
名
は
出
さ
ず
に
二
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
説
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
示
し
て

ら
か
だ
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
「
ハ
ー
ヴ
ィ
が
血
液
循
環
論
に
い
つ
、
い
か
な
る
契
機
で
到
達
で
き
た
の
か
」
と
い
う
弓
三
茸
①
１
局
①
的
な
問
題
関
心
を
離
れ
、

「
通
説
と
対
立
す
る
自
ら
の
説
を
形
成
し
、
他
者
に
提
示
す
る
模
索
の
過
程
」
に
注
目
し
つ
つ
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
心
臓
運
動
論
を
追
っ
て
み
た
い
。

（
α
）

が
多
く
、
論
者
も
そ
れ
に
同
意
す
る
が
、
す
で
に
こ
の
段
階
で
、
ハ
ー
ヴ
ィ
が
通
説
と
は
異
な
る
心
臓
運
動
論
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
は
明

い
つ
つ
。

運
動
は
一
般
に
次
の
よ
う
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
心
尖
が
基
部
に
向
か
っ
て
引
き
つ
け
ら
れ
、
心
室
が
広
が
る
。
こ
れ
を
、
冨
貫
ご
奇
と

マ
マ

い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
弛
緩
（
罵
言
風
）
を
勉
房
ミ
⑮
と
い
う
。
よ
っ
て
、
胸
郭
を
打
つ
時
が
包
曽
号
濡
で
あ
り
、
亀
曽
員
ｍ
の
時
、
心

（
剛
）

臓
は
拡
張
（
ｓ
言
ミ
ご
）
し
、
動
脈
は
拡
張
さ
れ
る
（
昌
奇
ミ
ミ
ュ
。
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こ
れ
に
対
し
、
第
二
の
段
落
に
お
い
て
、

私
は
魚
好
。
）
長
い
間
、
注
意
深
く
吟
味
し
た
が
、
目
で
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
さ
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
見
分
け
る
こ
と
は
で
き

（
師
）

な
か
っ
た
。
識
別
し
、
評
価
す
る
よ
う
、
あ
な
た
方
に
（
ミ
罫
）
提
案
す
る
。

と
、
ま
ず
、
「
自
ら
の
感
覚
で
確
認
で
き
な
い
」
こ
と
を
も
っ
て
、
通
説
へ
の
疑
念
が
示
さ
れ
る
。

こ
こ
で
重
要
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
私
は
魚
好
ｏ
）
と
、
あ
な
た
方
に
（
ｇ
罫
）
と
い
う
語
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
に
お
い
て
は
、
人
称
は

語
尾
変
化
で
示
さ
れ
る
。
人
称
が
明
示
さ
れ
る
の
は
、
強
調
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
私
は
魚
好
。
）
は
、
ボ
ー
ァ
ン
の

よ
う
に
、
ガ
レ
ノ
ス
の
観
察
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
他
な
ら
ぬ
私
自
身
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
な
た
方
に

（
§
罫
）
と
い
う
言
葉
は
、
ノ
ー
ト
の
こ
の
部
分
が
実
際
の
解
剖
示
説
で
使
わ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

ハ
ー
ヴ
ィ
自
身
の
判
断
は
、
次
の
よ
う
に
控
え
め
に
表
現
さ
れ
る
。

（
師
）

私
に
は
、
む
し
ろ
、
豆
§
ご
奇
が
心
臓
の
収
縮
で
あ
り
、
定
義
が
誤
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
あ
る
い
は
、
×
ど
ち
ら
か
判
断
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
包
冒
の
ミ
、
で
は
、
心
臓
の
肉
質
は
大
き
く
な
っ
て
（
広
が
っ
て
）
い
る
が
、
心
室
は
確
か
に
圧
縮
し
て
い
る
。

第
三
の
段
落
に
お
い
て
コ
ロ
ン
ボ
の
説
が
吟
味
さ
れ
、
之
国
と
し
て
、
「
心
臓
は
上
の
方
に
も
ち
あ
が
り
、
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
よ
う
に
見
え

（
師
）

る
時
、
引
き
締
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
る
。

(2)
浄
翼_．

が
、

ざ
～

見
た
り
触
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
拡
張
と
収
縮
を
見
分
け
る
こ
と
、
ま
た
、
何
が
ご
昌
奇
で
あ
り
、
何
が
包
曽
§
奇
で
あ
る
か

（
齢
）

を
見
分
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
難
し
い
。

再
び
書
き
直
さ
れ
、
問
題
が
提
起
さ
れ
た
後
、
結
論
的
な
二
行
が
記
述
さ
れ
る
。

１
Ｊ

ヘ
ヘ
く

『
『
く
で
は
、
ま
季
，
、
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心
臓
の
運
動
の
詳
細
な
観
察
結
果
が
再
度
記
述
さ
れ
た
後
、
次
の
、
重
要
な
生
体
解
剖
実
験
が
記
さ
れ
る
。

心
臓
に
穴
を
開
け
る
と
、
、
尽
昌
。
に
お
い
て
、
血
液
は
流
れ
出
る
ｅ
愚
蓉
ミ
）
、
い
や
、
奔
り
出
る
き
ざ
亀
罫
）
。
そ
し
て
、
遷
吻
さ
奇
の

（
池
）

時
、
動
脈
の
拍
動
が
感
じ
ら
れ
る
。
動
脈
か
ら
、
そ
し
て
、
動
脈
性
静
脈
か
ら
、
（
血
液
は
）
奔
り
出
る
。

運
動
器
官
に
つ
い
て
の
本
質
（
Ⅱ
そ
も
そ
も
何
で
あ
る
か
）
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
然
学
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
「
固
有
の
運
動
（
ミ
ミ
鼠

冒
§
忍
鼠
）
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

簡
潔
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
結
論
に
至
る
説
明
は
、
メ
モ
的
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。

ま
ず
、
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
心
臓
の
運
動
の
過
程
を
、
次
の
四
つ
の
要
素
に
わ
け
て
把
握
す
る
。

１
、
、
爵
凰
ざ
（
起
立
）
の
時
に
、
胸
を
打
つ
。

２
、
軟
ら
か
い
状
態
か
ら
硬
く
な
る
。
こ
の
時
の
み
（
緊
張
が
）
感
じ
ら
れ
る
。

３
、
心
房
が
収
縮
し
、
よ
り
白
く
な
り
、
血
液
が
追
い
出
さ
れ
る
。

（
、
）

４
、
こ
の
時
、
同
時
に
動
脈
の
収
縮
が
感
じ
ら
れ
、
ち
ょ
う
ど
大
静
脈
が
引
き
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

棒
線
が
引
か
れ
た
下
に
、
亀
Ｒ
き
Ⅱ
建
急
。
奇
を
支
持
す
る
生
体
解
剖
結
果
が
記
述
さ
れ
る
。

サ
カ
ナ
免
慰
ら
言
で
は
、
（
心
臓
は
）
圧
縮
さ
れ
、
血
液
が
押
し
出
さ
れ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
心
臓
の
切
片
で
は
、
緊
張
し
た
と
き

大
き
く
な
る
が
、
こ
れ
は
、
肉
質
部
分
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
必
然
的
に
言
恩
鴎
鷺
）
心
室
は

（
別
）

⑮
蔚
昌
。
（
起
立
）
が
、
心
臓
の
固
有
の
運
動
で
あ
る
。
こ
の
時
、
心
臓
は
生
き
生
き
し
、
弛
緩
の
時
、
元
気
を
奪
わ
れ
る
。

（
的
）

ミ
閏
言
（
起
立
）
は
、
運
思
具
団
で
あ
る
。

こ
の
二
行
の
記
述
は
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
心
臓
の
固
有
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
は
増
鷺
ｏ
奇
」
と
い
う
ハ
ー
ヴ
ィ
の
新
説
は
、
こ
こ
に

狭
く
な
る
。
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（
列
幟
）

と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

③
ご
《
．
認
計
ミ
．
窓
の
展
開

ご
塁
．
認
の
一
ペ
ー
ジ
を
空
け
て
、
改
め
て
纏
め
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
か
な
り
完
成
度
が
高
い
。
こ
の
改
め
て
の
提
示
の
仕
方
に
注

目
し
た
い
。
ま
ず
、
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
次
の
よ
う
に
宣
言
す
る
。

誤
り
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、
す
で
に
習
慣
と
な
っ
て
お
り
、
古
代
か
ら
多
く
の
才
能
の
あ
る
人
々
が
研
究
し
て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
の

（
河
）

で
、
私
は
、
最
も
厳
密
な
や
り
方
で
（
８
畠
ミ
房
冒
冒
罫
）
、
こ
の
問
題
を
解
い
て
み
た
い
。

こ
こ
で
の
「
最
も
厳
密
な
や
り
方
で
（
・
言
崎
苫
宮
爵
言
冒
詳
）
」
と
い
う
コ
ト
バ
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
が
《
も
蔚
胃
言
苫
鴎
ご
冒
頭
で
あ
げ
た
「
ア

ナ
ト
ミ
ァ
の
一
般
的
規
範
」
の
第
五
に
も
登
場
し
て
お
り
、
こ
の
規
範
と
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
第
五
の
規
範
で
は
、
「
自
己

の
、
そ
し
て
、
他
者
の
観
察
を
吟
味
せ
よ
」
、
さ
ら
に
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
規
則
に
従
っ
て
、
他
の
動
物
を
、
最
も
厳
密
な
や
り
方
で
扱
え
」

ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
心
臓
の
固
有
の
運
動
の
相
を
、
心
尖
が
心
臓
基
部
に
引
き
つ
け
ら
れ
、
胸
壁
を
打
つ
時
、
と
置
く
。
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
こ
の

相
を
、
尽
凰
ざ
（
起
立
）
と
名
付
け
る
。
次
に
、
こ
の
能
動
的
な
相
に
対
応
す
る
の
は
、
建
畠
奇
Ⅱ
心
臓
が
圧
縮
さ
れ
、
血
液
が
流
れ
出
る
時
か
、

旦
曽
ミ
、
Ⅱ
心
臓
が
拡
張
し
、
血
液
を
引
き
込
む
時
か
、
と
問
題
を
設
定
す
る
。
さ
ら
に
、
心
臓
の
拡
張
と
は
、
心
臓
の
肉
質
の
拡
張
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
心
臓
の
腔
の
拡
張
と
定
義
づ
け
る
。

問
題
が
、
こ
こ
ま
で
整
理
さ
れ
る
と
、
こ
れ
は
、
「
コ
ト
バ
」
の
定
義
の
上
で
の
混
乱
状
態
、
心
臓
の
運
動
の
動
因
と
い
っ
た
背
景
か
ら
切

り
離
さ
れ
、
「
心
尖
が
心
臓
基
部
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
時
、
血
液
は
流
れ
出
る
か
、
引
き
込
ま
れ
る
か
」
と
い
う
、
生
体
解
剖
に
よ
っ
て
個
々

の
観
察
主
体
が
直
接
も
昌
冒
、
ミ
的
ミ
ミ
鼠
（
自
分
の
目
）
で
確
認
で
き
る
「
問
い
」
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。

ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
こ
れ
を
、
サ
カ
ナ
と
い
う
心
臓
の
運
動
の
比
較
的
緩
慢
な
冷
血
動
物
の
生
体
解
剖
と
、
心
臓
に
穴
を
開
け
る
と
い
う
人
為

的
操
作
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
る
者
に
提
示
す
る
。
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う
に
書
き
加
え
ら
れ
る
。

４
、
の
房
ご
詩
の
後
」

ま
ず
、
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
ご
《
．
弓
で
既
に
あ
げ
た
他
者
（
一
般
の
）
説
を
吟
味
す
る
。

１
、
豆
昔
§
奇
と
命
名
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
増
昌
奇
か
、
包
冒
§
奇
か
？

旦
曽
さ
奇
と
命
名
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
心
臓
の
肉
質
が
拡
張
し
（
島
言
貫
ご
）
、
心
室
が
緊
縮
す
る
（
８
鼠
ミ
ミ
ｓ
こ
と
な
の
か
？

（
応
）

２
、
弛
緩
に
対
し
て
、
心
臓
の
固
有
の
運
動
で
あ
る
、
尉
凰
ざ
は
、
埋
め
ミ
い
か
、
且
§
ご
奇
か
？

次
に
、
ハ
ー
ヴ
ィ
み
ず
か
ら
の
、
こ
の
他
者
の
説
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
自
己
の
観
察
が
、
次
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
る
。

（
淵
）

３
、
亀
恩
喜
は
、
血
液
を
押
し
だ
し
、
手
袋
の
よ
う
に
、
脈
拍
を
お
こ
す
。

こ
の
「
観
察
」
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
、
権
威
の
説
が
吟
味
さ
れ
、
こ
こ
で
、
「
動
脈
の
拍
動
（
脈
拍
）
は
、
動
脈
に
内
在
す
る
能
力
ｓ
ｏ
ミ
冒
）

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
心
臓
が
押
し
出
す
こ
と
に
よ
る
」
と
い
う
自
己
の
新
し
い
説
が
提
起
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
小
さ
く
、
「
こ

れ
は
、
生
体
、
死
体
に
お
い
て
の
邑
員
ｓ
吻
曽
」
「
昌
言
（
も
の
ご
と
の
道
理
）
」
「
結
紮
実
験
」
と
書
き
加
え
ら
れ
、
援
用
す
る
、
い
く
つ
か
の
自

（
万
）

己
の
「
観
察
」
が
記
述
さ
れ
、
国
営
さ
時
の
時
、
心
臓
が
血
液
を
ひ
き
つ
け
る
。
」
と
い
う
旧
説
に
大
き
く
×
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

４
は
、
死
に
行
く
動
物
の
観
察
か
ら
、
、
『
胃
ミ
ミ
ミ
淫
菖
邑
さ
蒼
詩
言
ミ
、
に
記
述
さ
れ
て
い
た
「
一
般
の
説
」
と
対
立
す
る
知
見
が
次
の
よ

４
、
運
の
ミ
⑮
の
後
に
、
長
い
静
止
の
期
間
が
続
く
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
動
物
で
は
、
皿
の
拍
動
を
数
え
た
後
で
、
建
吻
ミ
心
か
ら
、

（
稲
）

あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、
亀
Ｒ
言
か
ら
死
が
訪
れ
る

こ
の
後
、
言
国
マ
ー
ク
を
付
け
、
「
侭
尽
ｏ
言
に
お
い
て
（
血
液
を
）
押
し
出
し
、
排
出
す
る
こ
と
は
、
感
覚
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
（
冒
首
）
」

（
門
）

と
し
、
四
種
類
の
観
察
が
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
補
強
す
る
愚
言
（
も
の
ご
と
の
道
理
）
が
六
つ
並
べ
ら
れ
て
い
く
。

こ
こ
で
は
、
「
規
範
五
」
で
述
べ
ら
れ
た
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
規
則
に
従
っ
て
、
他
の
動
物
が
、
最
も
厳
密
な
や
り
方
で
」
扱
わ
れ
て
い
る
。

（
柵
）

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
規
則
と
い
う
「
コ
ト
バ
」
は
、
令
馬
奇
ミ
ミ
尽
め
》
、
の
ご
《
．
ｇ
に
も
《
啓
ミ
ミ
時
息
曹
言
鴬
、
§
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
高
、
と
い
う
形

（
別
）

で
登
場
し
て
お
り
、
弓
冨
茸
①
凰
侍
①
》
印
①
。
ｇ
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』
の
第
二
巻
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
提
起
し
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（
躯
）

た
探
究
方
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
よ
り
大
き
な
も
の
の
中
に
あ
る
く
正
義
〉
の
方
が
、
い
っ
そ
う
大
き
く
学
び
や
す
い
。
」
既
に
説
明
し

た
よ
う
に
、
負
苫
口
さ
ミ
画
喜
き
め
§
ミ
ミ
に
お
い
て
は
、
「
類
と
し
て
の
８
貢
（
心
臓
）
を
明
確
に
定
義
づ
け
る
」
こ
と
は
即
ち
、
「
８
貢
の
ハ
タ

ラ
キ
を
確
定
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
は
、
人
間
の
心
臓
だ
け
を
あ
れ
こ
れ
検
く
る
よ
り
も
、
多
様
な
「
生
き
て
あ
る
も
の
」

あ
る
い
は
「
栄
養
的
倉
ミ
ミ
画
を
も
つ
も
の
」
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
８
貢
と
い
う
「
コ
ト
バ
」
で
よ
ば
れ
て
き
た
も
の
の
類
似
性
・
共
通
点
を

抽
出
し
て
き
た
方
が
、
「
い
っ
そ
う
学
び
や
す
い
」
。
さ
ら
に
、
「
生
き
た
状
態
」
で
、
「
明
瞭
に
」
検
く
る
こ
と
の
で
き
る
動
物
を
用
い
て
、

（
開
）

ア
ナ
ト
ミ
ア
の
技
量
を
も
っ
者
が
観
者
の
前
で
「
く
り
か
え
し
」
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
人
間
に
お
い
て
生
体
解
剖
が
許
さ
れ
ぬ

ゆ
え
に
、
人
間
に
つ
く
り
ｓ
琴
青
色
）
の
似
て
い
る
動
物
を
用
い
て
、
人
間
に
お
け
る
機
能
を
類
推
す
る
と
い
う
ガ
レ
ノ
ス
の
生
体
解
剖
実

験
（
亀
苫
自
さ
胃
詩
愚
員
ミ
ミ
量
昌
き
）
の
発
想
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
こ
の
上
に
さ
ら
に
、
言
ご
言
昔
（
自
然
誌
）
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
上

で
様
々
に
異
な
る
条
件
を
も
つ
多
様
な
動
物
に
お
い
て
検
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
中
か
ら
偶
然
的
・
特
殊
的
要
因
を
排
除
し
、
類
似
性

（
別
）

を
厳
密
に
選
り
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
８
、
を
類
と
し
て
定
義
づ
け
る
べ
き
本
質
的
な
「
ハ
タ
ラ
キ
」
を
確
定
す
る
。
こ
れ
が
、
《
ざ
ら
昌
爵

鳶
磑
謹
言
鳶
宮
電
量
登
言
ｓ
菖
飼
爵
》
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

、
、

今
も
愚
奇
旦
ご
苫
鴎

ら
か
で
あ
ろ
う
。

暫
定
的
な
ま
と
め
を
お
こ
な
い
た
い
。
ラ
ム
リ
講
義
、
あ
る
い
は
、
医
師
協
会
解
剖
講
義
と
い
っ
た
医
師
協
会
主
催
の
解
剖
示
説
に
お
い

て
、
こ
の
唱
斎
胃
言
ミ
め
こ
に
記
述
さ
れ
た
通
り
の
提
示
が
行
わ
れ
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
確
た
る
証
拠
は
無
い
。
し
か
し
、
こ
の

も
愚
奇
ｓ
ｏ
ミ
②
こ
の
記
述
が
、
医
師
協
会
主
催
解
剖
示
説
の
影
響
圏
内
で
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
内
容
か
ら
明

す
な
わ
ち
、
《
も
愚
奇
旦
ご
ミ
乱
、
に
お
い
て
、

Ａ
「
心
臓
の
固
有
の
ミ
ミ
農
（
運
動
）
は
埋
め
員
、
」
と
い
う
言
明
は
、
当
該
時
代
の
ア
ナ
ト
ミ
ア
に
お
け
る
一
般
的
・
正
統
的
な
ト
ピ
ッ
ク

を
引
き
継
ぐ
形
で
「
心
臓
の
ミ
ミ
農
（
運
動
）
は
、
ど
の
よ
う
か
？
」
と
い
う
「
問
い
」
へ
の
「
答
え
」
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
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の
「
問
い
」
も
「
答
え
」
も
基
本
的
に
ア
ナ
ト
ミ
ァ
の
「
コ
ト
バ
」
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
お
り
、
流
体
力
学
等
の
機
械
論
の
「
コ
ト
バ
」

に
よ
っ
て
で
は
な
い
。
し
か
も
、
令
穂
肯
き
苫
鴎
層
で
は
、
通
説
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
、
す
な
わ
ち
、
ボ
ー
ア
ン
説
の
直
接
的
否
定

と
い
う
形
で
は
な
く
、
「
目
に
見
え
る
形
で
確
か
め
る
（
８
§
言
ミ
ミ
ご
）
」
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
、
あ
く
ま
で
も
、
解
剖
示
説
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
の
上
で
の
問
題
と
し
て
、
ま
ず
、
設
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
「
運
動
器
官
の
本
質
を
知
る
と
は
、
固
有
の
運
動
を
確
定
す
る
こ
と
」
と
い
う
共
通
了
解
、
運
勿
ミ
、
》
包
曽
畠
奇
と
い
う
「
コ
ト
バ
」
の

再
定
義
を
前
提
と
し
た
上
で
、
「
心
臓
の
固
有
の
ミ
ｏ
言
い
（
運
動
）
は
、
竺
吻
ミ
い
か
包
冒
ミ
ぬ
か
」
と
い
う
具
体
的
な
「
問
い
」
が
切
り

出
さ
れ
る
。
こ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
察
主
体
が
直
接
胃
ｇ
ご
鼠
ミ
ミ
鼠
（
自
分
の
目
）
で
「
答
え
」
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
正
当
性
を
確
か
め
る
よ
う
要
請
す
る
。

こ
の
目
に
よ
る
確
認
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
規
則
に
従
い
、
最
も
「
明
ら
か
に
」
「
く
り
か
え
し
」
確
か
め
る
こ
と

の
で
き
る
機
会
、
す
な
わ
ち
、
サ
カ
ナ
の
生
体
解
剖
で
の
観
察
が
示
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
一
連
の
手
続
き
の
背
景
に
も
、
畠
墓
員
ｏ
ミ
ミ
喜
曽
い
§
ミ
ミ
の
共
通
了
解
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
類
と
し
て
の

８
具
心
臓
）
の
本
質
を
知
る
と
は
、
８
更
の
「
ハ
タ
ラ
キ
」
を
言
い
当
て
る
こ
と
。
し
か
も
、
多
様
な
動
物
に
お
け
る
８
『
の
類
似
性
．

共
通
点
の
精
査
が
必
要
な
こ
と
。
言
い
換
え
れ
ば
、
サ
カ
ナ
で
示
さ
れ
る
８
胃
の
「
ハ
タ
ラ
キ
」
と
は
、
類
と
し
て
の
８
貢
の
「
ハ
タ

ラ
キ
」
を
示
し
て
い
る
と
い
う
、
当
該
時
代
に
お
い
て
動
物
実
験
を
受
容
さ
せ
る
基
礎
了
解
の
確
認
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
一
連
の
手
続
き
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
言
う
「
最
も
厳
密
な
や
り
方
で
（
＆
鳥
葛
員
時
言
言
罫
）
」
再
度
、
纒
め
直
さ

れ
、
六
項
目
の
さ
さ
菅
、
『
易
ミ
ミ
畠
（
自
分
の
目
）
に
よ
り
確
認
で
き
る
こ
と
」
と
四
項
目
の
「
昌
菩
に
よ
り
確
認
で
き
る
こ
と
」
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
正
当
性
が
確
か
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
こ
で
昌
言
に
は
、
あ
く
ま
で
も
、
ご
§
ミ
ミ
の
ミ
ミ
農
に
よ

り
確
認
さ
れ
た
事
項
を
補
強
す
る
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
し
い
検
討
は
、
後
段
に
回
し
た
い
。

（
郷
）

次
に
、
こ
う
し
て
正
当
性
が
確
認
さ
れ
た
「
心
臓
の
固
有
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
は
建
吻
ミ
の
」
と
い
う
言
明
が
、
Ｓ
ｍ
雲
ご
雪
。
○
員
冴
這
に
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Ａ
当
該
時
代
の
ア
ナ
ト
ミ
ア
に
お
け
る
一
般
的
・
正
統
的
な
ト
ピ
ッ
ク
を
引
き
継
ぐ
形
で
「
心
臓
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
は
、
ど
の
よ
う
か
？
」

二
１
１
１
５
．
《
己
砧
軍
昏
冒
９
員
冴
》
〉
に
お
け
る
展
開

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
《
己
ゐ
ミ
ミ
震
９
ミ
鳧
》
は
、
異
国
。
言
言
の
形
式
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
《
己
⑮
ミ
ミ
壁
９
ミ
謎
』
で
ハ
ー
ヴ

ィ
の
取
り
上
げ
た
主
題
は
、
「
心
臓
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
の
鼠
鼠
（
用
途
）
と
§
言
（
作
用
）
、
冒
苫
§
。
（
機
能
）
、
ミ
登
冒
（
有
用
性
）
は
何
か
」

と
い
う
「
問
い
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
ハ
ー
ヴ
ィ
独
自
の
「
答
え
」
が
、
畠
胃
ミ
ミ
ミ
』
詞
邑
ご
ミ
ヘ
ミ
ミ
》
、
に
典
型
的
な
形
で
表
現
さ
れ

て
い
た
強
力
な
対
論
か
ら
擁
護
さ
れ
つ
つ
提
示
さ
れ
て
い
く
。

ま
ず
、
緒
言
に
お
い
て
、
強
力
な
対
論
の
基
盤
を
、
対
論
内
部
の
論
理
矛
盾
、
経
験
と
の
不
一
致
を
突
く
こ
と
に
よ
っ
て
堀
り
崩
し
、
新

た
な
答
え
を
要
求
す
る
「
問
題
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
１
章
に
お
い
て
は
、
「
他
者
の
本
や
記
述
か
ら
で
は
な
く
」
、

「
動
物
の
多
数
の
生
体
解
剖
（
手
で
為
さ
れ
た
）
に
基
づ
く
観
察
」
に
よ
っ
て
と
自
己
の
「
方
法
」
が
簡
明
に
示
さ
れ
、
「
心
臓
と
動
脈
の
運
動

（
柵
）

と
、
そ
の
用
途
を
、
決
定
で
き
た
」
と
宣
言
さ
れ
、
こ
れ
を
「
私
の
解
剖
学
の
講
義
に
お
い
て
、
公
式
に
示
し
て
き
た
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

（
師
）

こ
れ
を
受
け
て
、
「
生
体
解
剖
か
ら
、
心
臓
の
運
動
は
ど
の
よ
う
か
」
と
題
さ
れ
た
Ｓ
、
ミ
。
言
９
員
遼
、
第
２
章
は
、
次
の
よ
う
に
展

開
す
る
。
ま
ず
、
心
臓
に
は
運
動
の
相
と
静
止
の
相
の
あ
る
こ
と
が
、
「
す
べ
て
の
」
生
き
て
い
る
動
物
に
お
い
て
「
観
察
で
き
る
」
こ
と
が

（
鯛
）

示
さ
れ
、
運
動
の
相
に
関
し
て
、
《
も
尽
胃
言
ミ
の
こ
き
－
．
司
ぐ
に
記
述
さ
れ
た
も
の
と
対
応
す
る
三
つ
の
事
項
（
実
際
は
四
項
目
）
が
示
さ
れ
る
。

こ
の
後
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
結
論
が
下
さ
れ
る
。
「
こ
れ
か
ら
、
私
に
は
明
白
に
思
わ
れ
た
（
見
ら
れ
た
）
（
騨
言
ミ
ミ
ミ
号
言
言
、
量
負
苫
罵
中

（
胡
）

ミ
ミ
）
。
す
な
わ
ち
、
心
臓
の
運
動
は
、
全
繊
維
の
走
向
に
一
致
し
た
、
す
べ
て
の
部
分
の
緊
張
と
、
収
縮
」
で
あ
る
。

ま
と
め
て
み
よ
う
。
《
己
、
ミ
ミ
言
９
ａ
獄
、
に
お
い
て
、
「
心
臓
の
固
有
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
は
建
勿
ミ
、
」
と
い
う
言
明
は
、
農
、
員
恩
言
苫
鴎
》
》

お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
身
分
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

と
同
じ
く
、
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す
で
に
示
し
た
よ
う
に
「
血
液
の
循
環
は
、
動
物
が
生
き
て
あ
る
た
め
に
何
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
」
、
す
な
わ
ち
、
ミ
ミ
言
爵
、
ご
己
討
胃

冒
ミ
は
、
《
も
爵
肯
き
ミ
い
》
、
冒
頭
に
お
い
て
、
ア
ナ
ト
ミ
ア
で
問
う
べ
き
こ
と
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
壱
員
⑮
＆
ｏ
ミ
の
：
ご
《
．
ご
く
で
「
心
臓
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
の
邑
昌
（
）
（
作
用
）
」
に
関
す
る
ハ
ー
ヴ
ィ
独
自
の
見
解
が
語
ら
れ
た

（
帥
）

後
、
次
の
「
問
い
」
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
「
実
の
と
こ
ろ
、
何
の
た
め
な
の
か
？
」
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
、
心
臓
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）

の
冒
赴
。
（
作
用
）
の
ミ
§
討
萬
ミ
ミ
、
（
何
の
た
め
？
）
が
問
い
か
け
ら
れ
て
い
る
。

ハ
ー
ヴ
ィ
の
思
考
の
過
程
を
追
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
ア
リ
ス
ト
｜
プ
レ
ス
の
コ
ト
バ
の
中
に
解
答
を
求
め
、
そ
の
無
駄
に
終
わ
っ
た
こ
と

（
兜
）

が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
自
分
の
心
に
浮
か
ん
だ
事
項
を
、
言
国
マ
ー
ク
を
付
け
て
並
べ
て
い
く
。

毛
四
ｍ
里
は

（
卯
）

素
と
し
た
。

二
－
２
．
言
明
２
「
心
臓
の
ミ
◎
曾
碗
（
運
動
）
の
ミ
ミ
冒
吻
（
有
用
性
）
は
、
末
端
で
失
っ
た
熱
と
精
気
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
血
液
を

熱
と
精
気
の
源
泉
で
あ
る
心
臓
に
戻
す
こ
と
で
あ
る
。
」

二
１
２
１
１
．

ロ
、
へ
割
Ｄ
一
十
小
、

Ｃ
公
に
提
示
す
べ
き
「
自
己
の
説
」
と
し
て
、
閏
雨
昌
言
言
の
形
式
内
部
に
、
そ
の
重
要
な
、
し
か
も
、
こ
れ
か
ら
展
開
さ
れ
る
全
て
の
説

の
基
礎
と
し
て
の
身
分
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

と
い
う
「
問
い
」
へ
の
「
答
え
」
と
し
て
設
定
さ
れ
、

Ｂ
動
物
の
生
体
解
剖
に
よ
り
、
「
私
が
」
「
明
白
に
見
た
」
こ
と
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
と
一
致
し
た
曽
言
が
展
開
さ
れ
、
言
明
の
正
当
性
が

主
張
さ
れ
る
。季

も
『
里
⑯
風
ご
冨
鴎
逼
・
に
お
け
る
心
臓
の
ミ
◎
曾
鈎
（
運
動
）
の
員
曽
曽
鈎
（
有
用
性
）

ハ
ー
ヴ
ィ
を
「
循
環
の
目
的
因
の
追
求
者
」
と
し
、
こ
の
目
的
因
の
追
求
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
者
ハ
ー
ヴ
イ
の
重
要
な
要
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君
函

雪
国

乏
國

の
小
部
分
は
冷
や
さ
れ
る
。

（
”
）

雪
困
熱
病
、
そ
の
他
の
熱
か
ら
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
病
気
に
お
い
て
、
熱
を
消
散
さ
せ
る
助
け
を
す
る
の
か
？

こ
う
し
た
「
問
い
」
は
さ
ら
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ー
ア
ン
の
《
自
毒
、
ミ
ミ
ミ
崖
苫
ミ
ｏ
量
目
ミ
ミ
こ
に
お
い
て
は
、
心
臓
の
ミ
ミ
易
（
運
動
）
の
§
言
（
作
用
）
の
員
忌
言
（
有
用
性
）
と
は
、

「
（
全
身
体
の
）
内
在
熱
の
連
続
的
な
支
配
」
「
動
脈
を
介
し
て
全
身
体
に
分
配
さ
れ
る
精
気
の
生
成
」
で
あ
り
、
心
臓
は
何
の
た
め
に
運
動
す

る
か
に
関
し
て
は
、
説
得
力
の
あ
る
説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ハ
ー
ヴ
ィ
に
と
り
、
動
脈
血
Ⅱ
静
脈
血
、
す
な
わ
ち
、
空
気
様

（
餌
）

精
気
の
否
定
は
、
こ
の
段
階
で
す
で
に
想
定
さ
れ
て
い
た
。
最
初
の
問
い
、
「
乏
国
傷
つ
け
て
も
、
昏
冒
の
風
）
は
出
て
こ
ず
、
血
液
の
み

が
排
出
さ
れ
る
」
は
、
こ
の
ハ
ー
ヴ
ィ
の
立
場
を
反
映
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
ハ
ー
ヴ
イ
は
、
何
の
た
め
に
？
に
対
す
る
答
え
の
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
奔
出
す
る
血
液
、
さ
ら
に
は
、
ざ
へ
．
窓
に
記
述
さ
れ
て

い
る
静
脈
弁
に
関
す
る
考
察
に
導
か
れ
て
、
よ
り
大
き
な
「
自
己
の
説
」
す
な
わ
ち
、
↑
も
こ
§
菩
菖
鴎
〉
・
吾
一
．
雪
ぐ
に
記
述
さ
れ
て
い
る
血
液

の
体
循
環
説
に
到
達
し
て
し
ま
う
。
こ
の
体
循
環
説
を
語
る
「
重
要
な
文
」
の
後
に
は
、
相
変
わ
ら
ず
、

な
ぜ
？
栄
養
の
た
め
か
？
熱
の
消
費
か
ら
血
液
と
身
体
を
維
持
す
る
た
め
か
？
身
体
を
暖
め
て
冷
え
た
血
液
を
、
心
臓
で
暖
め

な
ぜ
？
栄（

開
）

る
た
め
か
？

す
な
わ
ち
、
、
§

傷
つ
け
て
も
、
昏
冒
的
（
風
）
は
出
て
こ
ず
、
血
液
の
み
が
排
出
さ
れ
る
。

繊
維
、
弁
、
動
脈
の
つ
く
り
は
、
何
の
た
め
な
の
か
？

沸
き
立
つ
血
液
の
運
動
に
よ
っ
て
冷
や
さ
れ
る
の
か
？
動
脈
血
に
よ
っ
て
各
部
分
が
あ
た
た
め
ら
れ
、
動
脈
が
止
め
ら
れ
る
と
、
身
体

萱
．
§
討
章
、

心
ミ
ミ
に
関
す
る
問
い
が
、
疑
問
符
つ
き
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
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「
精
気
に
満
ち
た
血
液
」
「
身
体
の
守
護
神
と
し
て
の
心
臓
」
と
い
っ
た
、
こ
の
文
を
構
成
す
る
成
分
の
多
く
が
、
こ
の
直
後
に
登
場
す
る

「
小
宇
宙
（
ミ
『
の
ぎ
８
め
ミ
ｇ
）
」
と
い
う
「
コ
ト
バ
」
も
含
め
て
、
過
去
の
権
威
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
常
套
的
な
引
用
で
あ
る
。

こ
の
第
８
章
の
最
後
で
、
「
こ
の
よ
う
な
運
動
の
最
終
因
（
§
塁
鷺
、
苫
画
雰
）
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
は
、
別
の
機
会
に
し
よ
う
」
と
予
告

さ
れ
た
第
巧
章
を
、
次
に
分
析
し
て
み
よ
う
。

（
２
）
Ｓ
艇
ミ
。
言
Ｃ
Ｏ
員
殿
．
第
蛆
章
の
展
開

（
師
）

「
血
液
循
環
は
、
確
か
ら
し
い
理
由
付
け
に
よ
っ
て
（
愚
言
苫
昏
あ
馬
易
ミ
ミ
ミ
の
）
確
か
め
ら
れ
る
」
と
題
さ
れ
た
第
妬
章
で
は
、
ア
リ

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

二
１
２
１
２
．
・
己
砧
室
ご
胃
（
ざ
司
昌
⑫
、
”
に
お
け
る
心
臓
の
ミ
ｃ
冒
鈎
（
運
動
）
の
ミ
ミ
曾
吻
（
有
用
性
）

（
１
）
Ｓ
、
ミ
ｏ
雪
９
ａ
射
、
第
８
章
に
お
け
る
展
開

《
も
ミ
Ｒ
言
葛
鴎
冨
に
お
い
て
、
疑
問
符
つ
き
の
ま
ま
残
さ
れ
た
心
臓
の
ミ
。
言
的
（
運
動
）
の
ミ
ミ
§
（
有
用
性
）
は
、
《
ｅ
、
ご
・
言
９
苫
罫
冒

で
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

《
己
、
ミ
。
言
９
員
珪
．
第
８
章
に
お
い
て
は
、
「
前
代
未
聞
の
説
ゆ
え
危
害
を
あ
た
え
ら
れ
な
い
か
」
を
憂
盧
す
る
文
の
後
、
体
循
環
論
発

見
の
過
程
を
語
る
と
さ
れ
て
い
る
前
半
部
の
文
章
に
続
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
の
天
と
地
の
間
の
水
の
循
環
運
動
が
引
用
さ
れ
た
後
、

身
体
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
に
起
き
る
こ
と
が
、
あ
り
え
そ
う
で
あ
る
（
馬
易
ミ
ミ
詩
、
）
。
（
身
体
の
）
す
べ
て
の
部
分
を
、
完
成
さ

れ
湿
っ
た
、
精
気
に
満
ち
た
養
価
の
あ
る
血
液
の
熱
が
、
栄
養
し
、
温
め
、
活
気
づ
け
る
（
甦
侭
、
冒
邑
・
逆
に
、
部
分
に
お
い
て
、
血

液
は
冷
え
、
凝
固
す
る
。
あ
た
か
も
原
理
（
、
胃
の
嘗
壁
ミ
）
か
ら
回
復
す
る
こ
と
は
明
ら
か
貫
号
胃
凰
）
で
あ
る
。
泉
、
あ
る
い
は
、

身
体
の
守
護
神
で
あ
り
、
完
全
に
復
す
る
原
因
（
昌
蔑
ミ
）
で
あ
る
心
臓
に
戻
り
、
こ
こ
で
、
自
然
の
熱
、
力
強
く
激
し
い
生
命
の
宝
で
、

バ
ル
サ
ム

も
う
一
度
、
液
化
さ
れ
、
精
気
と
、
（
い
わ
ば
）
香
油
を
は
ら
み
、
元
に
戻
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
全
て
は
、
心
臓
の
運
動
と
拍
動
に
依

（
％
）

っ
て
い
る
。
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ス
ト
テ
レ
ス
の
形
式
論
理
に
基
づ
く
、
血
液
の
体
循
環
の
原
因
の
論
証
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
呼
吸
論
』
『
動
物
部
分
論
』
か
ら
前
提
が
ひ
き
だ
さ
れ
て
く
る
。
「
生
き
て
い
る
も
の
は
熱
を
も
つ
ゆ
え
、
消

化
、
栄
養
、
生
命
の
す
べ
て
の
活
動
が
依
存
し
、
全
身
に
熱
と
生
命
を
流
れ
さ
せ
る
よ
う
な
、
熱
と
生
命
の
源
泉
が
必
要
。
」
と
こ
ろ
で
、
「
心

（
兜
）

臓
は
、
そ
の
生
命
の
基
礎
で
あ
り
、
原
理
で
あ
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
「
血
液
は
、
心
臓
に
戻
る
運
動
を
必
要
と
す
る
」
・

こ
の
論
証
の
正
当
性
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
い
う
権
威
の
テ
キ
ス
ト
と
、
形
式
論
理
と
し
て
の
一
応
の
形
を
整
え
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
保
証
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
証
に
お
い
て
は
、
し
た
が
っ
て
の
後
に
「
源
泉
で
あ
る
心
臓
か
ら
、
動
脈
血
が
全
身
に
送
ら
れ
る

こ
と
が
必
要
」
と
い
う
旧
来
の
「
一
般
的
な
説
」
が
き
て
も
か
ま
わ
な
い
は
ず
で
あ
り
、
「
血
液
は
循
環
し
て
い
な
い
」
に
対
し
て
「
循
環
し

て
い
る
」
こ
と
を
支
持
・
補
強
す
る
意
味
は
も
ち
え
な
い
。

で
は
、
こ
の
第
巧
章
は
、
《
己
殉
ご
ｏ
言
９
員
鳧
、
に
お
い
て
、
い
か
な
る
身
分
を
も
っ
て
い
た
の
か
。

Ｓ
ｍ
ミ
。
貴
Ｏ
Ｓ
乱
遼
、
略
、
肥
、
Ⅳ
の
三
つ
の
章
は
、
９
１
昭
章
に
お
い
て
、
「
心
臓
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
の
ミ
ミ
（
作
用
）
と
膏
ミ
言

（
機
能
）
は
、
血
液
の
体
循
環
」
と
い
う
ハ
ー
ヴ
ィ
独
自
の
説
の
提
示
と
い
う
、
閏
⑮
§
ご
言
と
し
て
の
、
己
飼
ミ
ｏ
量
９
ミ
罰
、
の
中
心
部
分

が
展
開
さ
れ
、
第
Ⅲ
章
に
お
い
て
、
「
心
臓
の
運
動
と
拍
動
が
、
血
液
循
環
の
原
因
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
後
、
い
わ
ば
既
に
求
め
ら
れ
た
説

を
現
象
に
戻
っ
て
補
強
す
る
量
言
を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
面
か
ら
並
べ
る
と
い
っ
た
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
血
液
は
、
心
臓
に
戻
る
運
動
を
必
要
と
す
る
」
と
い
う
既
に
与
え
ら
れ
て
い
る
結
論
を
前
提
と
し
、
そ
の
「
原
因
」
と
し
て

の
中
項
、
す
な
わ
ち
、
「
生
命
の
原
理
と
し
て
の
心
臓
」
を
発
見
す
る
こ
と
が
、
こ
の
第
巧
章
で
の
論
証
の
目
的
な
の
で
あ
る
。

三
１
１
．
句
員
８
負
曾
『
ミ
ミ
忌
寺
助
曾
冒
と
『
§
ご
ミ
盲
駒
鳥
軋
亀
冒
爵
冒
勗

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
言
明
１
「
心
臓
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
は
、
遇
い
ミ
、
で
あ
る
」
は
、
自
己
の
感
覚
を
通
し
た
直
接
的
体
験
、

【
三
］
提
示
と
論
証
ｌ
言
明
１
と
言
明
２
の
、
ハ
ー
ヴ
ィ
に
お
け
る
身
分
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ハ
ー
ヴ
ィ
が
自
己
の
科
学
方
法
論
を
纒
ま
っ
た
形
で
展
開
し
た
唯
一
の
機
会
で
あ
る
、
Ｓ
、
Ｑ
苫
亀
ミ
ミ
ミ
ゞ
の
「
序
文
（
、
昌
曾
蔓
。
）
」

（
Ⅲ
）

に
お
け
る
、
き
ざ
ミ
ミ
の
Ｒ
ミ
易
」
と
「
愚
き
」
と
の
関
係
を
論
者
は
既
に
別
の
機
会
に
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
要
約
の
み
を
紹

介
し
、
ご
ミ
８
ミ
ミ
ミ
ミ
菖
詳
の
ミ
ミ
と
昌
昏
鼠
言
い
己
ミ
ミ
ミ
慧
易
の
、
ハ
ー
ヴ
ィ
に
お
け
る
認
識
論
上
の
大
き
な
身
分
の
差
を
説
明
し
た
い
。

’
’
’
１
２
．
ゞ
己
⑯
の
命
冨
ミ
ミ
ご
嵩
殉
恩
「
序
文
（
、
冒
殉
静
戴
。
）
」
に
お
け
る
「
碗
凰
⑮
ミ
旨
（
学
知
）
の
獲
得
に
至
る
、
新
し
い
、
よ
り
確
か
な
道
」

《
Ｇ
ｍ
ｏ
、
苫
、
昌
言
苫
、
〕
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
が
発
表
を
意
図
し
つ
つ
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
た
「
ａ
ミ
ミ
国
を
有
す
る
も
の
の

（
Ⅲ
）

発
生
」
に
関
す
る
論
考
を
、
十
分
に
纒
め
直
す
余
裕
の
な
い
ま
ま
に
出
版
し
た
も
の
で
あ
り
、
形
を
整
え
た
部
分
と
、
十
分
に
整
え
て
い
な

い
部
分
と
が
混
在
し
た
形
式
を
も
っ
て
い
る
。

（
”
）

す
な
わ
ち
、
百
国
、
農
の
ミ
ミ
易
（
自
ら
の
目
）
」
に
見
え
る
形
で
提
示
（
号
ミ
ミ
忽
昌
言
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
正
当
性
を
保
証
さ
れ

て
お
り
、
《
己
、
旨
。
雪
９
員
獄
、
第
２
章
に
お
い
て
、
「
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
に
は
、
明
白
に
思
わ
れ
た
（
見
ら
れ
た
）
（
国
吾
冴
ミ
ミ
ご
ミ
＆
邑
胃
胃

量
亀
菖
静
思
ミ
ミ
）
」
と
の
前
置
き
の
元
に
記
述
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
「
血
液
循
環
の
目
的
因
」
を
説
明
す
る
言
明
２
、
「
末
端
で
失
っ
た
熱
と
精
気
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
血
液
を
熱
と
精
気
の
源
泉

へ
も
ど
す
」
、
あ
る
い
は
、
「
生
命
の
原
理
と
し
て
の
心
臓
」
は
、
権
威
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
引
用
さ
れ
て
き
た
言
明
と
「
思
考
活
動
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
の
道
理
（
ミ
ミ
）
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
論
証
（
号
蒼
§
忽
愚
き
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
正
当

性
を
保
証
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
言
明
の
展
開
さ
れ
る
Ｓ
、
ミ
。
言
９
ミ
斑
．
第
咽
章
は
、
「
血
液
循
環
は
、
確
か
ら
し
い
理
由
付

け
に
よ
っ
て
（
§
言
苫
琴
鼠
己
亀
身
曹
慧
守
易
）
確
か
め
ら
れ
る
」
と
題
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
の
例
を
は
じ
め
と
し
て
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
「
見
る
こ
と
」
に
は
ミ
国
葛
静
的
言
、
ミ
言
に
は
ｅ
ミ
ミ
ミ
罫
と
い

う
語
が
し
ば
し
ば
付
随
し
て
い
る
。
で
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
に
お
い
て
、
守
さ
ご
忍
農
Ｒ
ミ
鼠
（
自
ら
見
る
こ
と
）
」
は
「
昌
言
」
に
対
し
、
い
か
な

る
身
分
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
か
。
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し
か
し
、
「
序
文
」
は
、
十
分
に
吟
味
し
つ
つ
纒
め
ら
れ
て
お
り
、
当
該
時
代
ま
で
に
パ
ド
ヴ
ァ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
注
釈
者
た
ち
の

問
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
「
方
法
」
に
関
す
る
議
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
ハ
ー
ヴ
ィ
独
自
の
「
鷺
蔚
ミ
胃
（
学
知
）
の
獲
得
に
至
る
、
新
し
い
、
よ

り
確
か
な
道
」
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
テ
キ
ス
ト
を
巧
み
に
引
用
し
な
が
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
の
ミ
ミ
ミ
（
学
知
）
と
は
、
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
（
野
信
ｑ
司
誉
さ
の
ラ
テ
ン
語
訳
で
あ
る
．
ハ
ー
ヴ
ィ
の
依
拠
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
に
お
い
て
、
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
と
は
「
学
的
に
認
識
（
エ
ピ
ス
タ
タ
イ
）
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
で
あ
り
「
そ
れ
以
外
の
仕
方
に
お
い
て
あ
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」
、
す
な
わ
ち
、
エ
ピ
ス
タ
タ
イ
と
は
「
原
因
に
よ
る
、
必
然
な
る
事
態
の
把
握
」
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
把
握
は
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
帰
納
（
エ
パ
ゴ
ー
ゲ
ー
）
に
よ
り
得
ら
れ
た
基
本
命
題
の
上
に
立
つ
推
論
（
シ
ュ
ロ
ギ
ス
ム
ス
）
か
ら
成
る
論
証
に
よ
っ
て

（
皿
）

行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
と
は
、
「
論
証
が
で
き
る
と
い
う
状
態
」
（
ヘ
ク
シ
ス
・
ア
ポ
デ
ィ
ク
テ
ィ
ヶ
ー
）
を
意
味
し
、
基
本

（
川
）

命
題
そ
れ
自
体
に
関
わ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
と
は
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
、
帰
納
（
エ
パ
ゴ
ー

ゲ
ー
）
と
は
、
個
物
の
感
覚
的
把
握
か
ら
始
ま
り
、
同
じ
も
の
に
つ
い
て
、
繰
り
返
し
得
ら
れ
た
記
憶
か
ら
経
験
が
生
じ
、
［
経
験
に
含
ま
れ

（
Ⅲ
）

る
］
す
べ
て
の
事
例
か
ら
、
智
者
（
ソ
フ
ォ
ス
）
の
心
中
で
直
知
（
ヌ
ー
ス
）
が
働
き
基
本
命
題
が
把
握
さ
れ
る
過
程
を
意
味
し
て
い
る
が
、
個

物
の
感
覚
的
把
握
に
よ
り
得
ら
れ
た
知
識
自
体
は
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
の
領
域
に
属
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
こ
の
《
Ｇ
ｍ
ｏ
§
、
昌
言
苫
、
ど
の
「
序
文
」
に
お
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
分
析
論
後
書
』
に
お
け
る
「
感

覚
」
さ
れ
た
「
個
物
」
か
ら
「
普
遍
」
の
形
成
を
論
ず
る
文
を
、
窓
意
的
に
纒
め
た
要
約
の
形
で
巧
み
に
引
用
し
つ
つ
、
「
感
覚
さ
れ
た
も
の

自
体
が
、
普
遍
」
、
あ
る
い
は
、
「
我
々
が
感
覚
で
発
見
す
る
も
の
は
、
我
々
に
と
っ
て
、
心
で
発
見
さ
れ
る
も
の
よ
り
も
、
い
っ
そ
う
明
確

（
Ⅲ
）

で
あ
り
、
い
っ
そ
う
判
明
」
と
い
う
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
は
む
し
ろ
対
立
す
る
認
識
論
を
展
開
し
て
い
る
。

（
川
）

ロ
ミ
Ｓ
ｍ
愚
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
感
覚
に
よ
っ
て
「
観
察
さ
れ
た
事
実
」
は
、
昌
言
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
た
知
に
較
べ
、
「
高
貴
さ
」
で
は
劣

る
が
、
「
い
っ
そ
う
確
か
」
で
あ
る
と
す
る
態
度
は
、
弓
①
胃
．
に
よ
る
と
、
デ
ュ
・
ロ
ー
ラ
ン
（
シ
、
旨
Ｆ
“
貝
①
巨
妨
）
の
よ
う
な
蛆
世
紀
ア
ナ

（
Ⅷ
）

ト
ミ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
す
で
に
主
張
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
即
ｇ
ｇ
は
、
ベ
レ
ン
ガ
リ
オ
・
ダ
・
カ
ル
ピ
（
、
ミ
、
績
盲
§
§
ｇ
§
）
が
、
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論
者
が
問
題
と
し
た
い
の
は
、
次
の
点
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
、
「
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
」
と
は
、
「
ひ
と
に
教
え
る
こ
と
の
で

（
川
）

き
る
も
の
」
で
あ
り
、
「
教
え
る
こ
と
は
、
帰
納
（
エ
パ
ゴ
ー
ゲ
ー
）
、
ま
た
は
、
推
論
（
シ
ュ
ロ
ギ
ス
モ
ス
）
を
も
っ
て
す
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
解
剖
示
説
講
師
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
ア
ナ
ト
ミ
ア
を
、
鷺
詩
ミ
ミ
（
学
知
）
と
し
て
「
教
え
て
」
い
た
。
そ
し
て
、
《
も
尽
胃
言
誌
鴎
曽
で

の
ハ
ー
ヴ
ィ
自
身
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
ア
ナ
ト
ミ
ア
と
は
、
帰
納
（
エ
パ
ゴ
ー
ゲ
ー
）
、
ま
た
は
、
推
論
（
シ
ュ
ロ
ギ
ス
モ
ス
）
に
よ
っ
て
で
は

な
く
、
目
に
よ
る
観
察
と
切
開
、
す
な
わ
ち
、
モ
ノ
の
提
示
に
よ
っ
て
（
身
体
の
）
部
分
の
用
途
と
作
用
を
知
る
方
策
な
の
で
あ
る
。

令
尽
奇
＆
。
ミ
の
葛
に
記
述
さ
れ
た
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
準
拠
す
べ
き
「
規
範
」
に
は
、
次
の
項
目
が
あ
る
。
「
七
提
示
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
で

（
Ⅲ
）

な
く
て
は
、
論
じ
た
り
、
論
駁
し
た
り
し
な
い
こ
と
。
こ
れ
に
は
、
三
日
以
上
か
か
る
。
」

す
で
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
含
葛
画
さ
ミ
ミ
暮
菩
の
§
ミ
ミ
の
究
極
的
な
目
的
は
、
「
普
遍
と
し
て
の
国
ミ
ミ
富
を
知
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
肥
世
紀
ア
ナ
ト
ミ
ス
ト
が
直
接
観
衆
の
目
の
前
に
提
示
す
る
こ
と
の
で
き
た
部
位
の
「
つ
く
り
」
で
は
な
く
、
部
位
の
§
言
（
作
用
）
、

言
苫
凰
ざ
（
機
能
）
、
鼠
農
（
用
途
）
、
す
な
わ
ち
、
「
ハ
タ
ラ
キ
」
を
示
す
こ
と
を
要
求
す
る
。

ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
こ
れ
を
他
者
に
「
教
え
る
」
新
し
い
方
法
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
学
ぶ
者
が
直
接
に
追
体
験
で
き
る
よ
う
な
形
に
「
問

い
」
を
設
定
し
、
動
物
の
生
体
解
剖
を
用
い
て
「
く
り
か
え
し
」
「
明
白
に
」
提
示
し
て
見
せ
る
。

尋
①
閏
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
主
張
と
は
、
観
察
主
体
に
よ
り
「
観
察
さ
れ
た
事
実
」
自
体
を
鷺
穏
ミ
ミ
（
学
知
Ⅱ
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
）
の
領
域
に

（
川
）

属
す
も
の
と
見
な
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
こ
こ
で
由
ミ
ミ
旨
（
学
知
）
に
至
る
新
し
い
方

法
を
示
し
た
の
で
は
な
く
、
「
何
を
、
愚
討
ミ
愚
（
学
知
）
と
し
て
み
な
す
か
」
に
つ
い
て
の
新
し
い
態
度
を
支
え
る
認
識
論
を
展
開
し
た
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

一
五
二
一
年

の
前
に
提
示

（
川
）

し
て
い
る
。

年
に
出
版
し
た
↑
６
．
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
、
に
お
い
て
、
論
点
と
な
っ
て
い
る
「
つ
く
り
」
（
例
え
ば
、
レ
テ
・
ミ
ラ
ビ
レ
の
不
在
）
を
観
衆

示
（
号
ミ
ミ
ミ
ミ
言
）
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
「
胃
（
）
○
員
証
拠
）
」
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
こ
と
を
示
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ハ
ー
ヴ
ィ
に
お
い
て
、
個
々
の
認
識
主
体
が
「
感
覚
」
、
す
な
わ
ち
、
、
§
葛
蚤
。
§
言
（
自
ら
の
目
）
に
よ
り
確
認
し
た
こ
と
は
、
ミ
邑
苫
静
め
胃

（
明
白
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
コ
ト
バ
」
に
よ
る
知
識
に
基
盤
を
お
く
ミ
言
は
、
巳
、
身
ミ
ー
罫
（
あ
り
え
そ
う
な
こ
と
）
、
す
な
わ
ち
、
「
暖
昧

な
思
い
な
し
」
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
的
な
真
理
認
識
（
ア
レ
ー
テ
ィ
ァ
）
の
基
本
が
、
憶
断
（
ド
ク
サ
ー
）
、
す
な
わ
ち
、
欺
き
や
す
い
、
も
つ

（
川
）

と
も
ら
し
い
推
測
（
ご
亀
酎
ミ
司
罫
８
昌
恩
ミ
ミ
ら
を
退
け
、
こ
う
で
あ
っ
て
あ
あ
で
は
な
い
と
明
白
に
（
ミ
畠
冨
詳
忽
鼠
）
知
る
こ
と
の
で
き

（
Ⅲ
）

る
知
に
到
達
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
言
明
１
と
言
明
２
と
に
ハ
ー
ヴ
ィ
の
与
え
た
大
き
な
身
分
の
差
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

ハ
ー
ヴ
ィ
に
お
い
て
、
最
も
厳
密
な
や
り
方
で
（
・
雰
崎
ミ
詳
言
冒
罫
）
、
す
な
わ
ち
、
問
題
を
整
理
し
、
、
ご
ミ
ミ
②
ミ
ミ
鼠
（
自
ら
の
目
）

に
よ
り
当
否
を
判
定
で
き
る
「
問
い
」
を
設
定
し
た
上
、
観
察
主
体
自
身
が
「
明
白
に
」
「
く
り
か
え
し
」
確
認
で
き
る
よ
う
な
形
で
提
示
し
、

そ
の
後
、
こ
う
し
た
一
連
の
観
察
を
昌
昏
で
補
強
す
る
こ
と
の
で
き
た
言
明
１
が
、
他
者
に
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
鷺
討
ミ
ミ
（
学
知
）
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
他
者
の
「
コ
ト
バ
」
と
愚
言
、
す
な
わ
ち
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
論
証
に
よ
り
支
え
ら
れ
た
言
明
２
は
「
暖
昧
」
な

も
の
と
さ
れ
、
、
昌
営
、
墓
農
ミ
ミ
農
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
一
定
の
説
を
補
強
す
る
位
置
づ
け
し
か
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
生
体
解
剖
が
、
§
言
（
作
用
）
、
膏
苫
凰
ざ
（
機
能
）
を
解
明
す
る
方
途
で
あ
る
こ
と
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
コ
ロ
ン

ボ
ら
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
お
り
、
ガ
レ
ノ
ス
が
ロ
ー
マ
の
貴
顕
の
前
で
行
っ
た
と
さ
れ
る
動
物
の
生
体
解
剖
実
験
含
苫
国
ご
蒼
尽
烏
ミ
‐

（
Ⅷ
）

ミ
ミ
員
ミ
き
）
が
、
こ
う
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ア
ナ
ト
ミ
ス
ト
た
ち
に
と
っ
て
模
範
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
拠
っ
た
ミ
ミ
ミ
ミ
ｇ
言
冒
ｇ
ミ
ミ
は
、
サ
カ
ナ
の
生
体
解
剖
実
験
を
、
人
体
の
代
用
と
し
て
で
は
な
く
、
類
と
し

て
の
８
，
（
心
臓
）
の
「
ハ
タ
ラ
キ
」
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
、
旨
詩
ミ
昔
（
学
知
）
の
中
に
位
置
づ
け
た
。
《
己
、
の
ミ
ミ
ミ
ご
葛
、
》
「
序

文
」
で
展
開
さ
れ
た
ハ
ー
ヴ
ィ
の
認
識
論
は
、
本
来
、
論
証
に
よ
っ
て
の
み
把
握
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
「
原
因
」
を
説
明
づ
け
る
「
ハ
タ

ラ
キ
」
も
、
ま
ず
第
一
に
ご
ざ
、
冨
窮
ミ
ミ
農
（
自
分
の
目
）
で
確
か
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
の
言
明
を
つ
な
げ
て
論

じ
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
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ハ
ー
ヴ
ィ
が
示
し
た
の
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
知
に
由
来
す
る
テ
キ
ス
ト
の
注
釈
に
基
づ
く
既
存
の
概
念
枠
・
説
の
擁
護
、
あ
る
い
は
、

既
存
の
概
念
枠
・
説
ど
う
し
の
調
停
か
ら
離
脱
し
、
「
自
己
の
説
」
を
他
者
に
対
し
て
「
教
え
る
」
新
し
い
「
方
法
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

「
見
る
」
こ
と
に
認
識
論
上
、
特
権
的
な
身
分
を
与
え
る
「
方
法
」
で
あ
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
形
式
論
理
に
基
づ
く
論
証
に
代
わ
っ
て
、

観
察
主
体
の
前
に
具
体
的
な
事
物
を
提
示
す
る
こ
と
に
大
き
な
位
置
づ
け
を
与
え
る
「
方
法
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
方
法
」
は
、
解
剖
講
義
教
科
書
と
い
う
形
式
内
部
で
書
か
れ
た
ボ
ー
ア
ン
の
倉
ご
馬
ミ
ミ
ミ
』
葛
負
さ
ミ
骨
冨
ミ
》
の
記
述
、
す
な
わ

ち
、
一
般
的
な
通
説
に
対
す
る
批
判
が
、
医
師
協
会
主
催
の
解
剖
示
説
講
義
と
い
う
、
当
該
時
代
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
特
殊
な
了
解
の
か

わ
さ
れ
る
空
間
を
通
過
し
て
、
医
師
協
会
員
に
向
け
て
書
か
れ
た
胃
亀
、
ミ
ミ
ざ
と
い
う
新
た
な
形
式
の
内
部
に
整
序
さ
せ
ら
れ
る
過
程
で
形

ハ
ー
ヴ
ィ
が
解
剖
示
説
の
講
師
を
勤
め
た
ラ
ム
リ
講
義
は
、
医
師
協
会
の
正
規
の
会
員
に
よ
り
、
外
科
医
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
大

学
で
学
び
医
師
協
会
で
資
格
を
認
定
さ
れ
た
医
師
た
ち
の
構
成
す
る
職
能
集
団
と
し
て
の
ロ
ン
ド
ン
医
師
協
会
は
、
一
五
一
八
年
に
出
さ
れ

た
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
勅
許
状
に
よ
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
お
よ
び
七
マ
イ
ル
四
方
の
医
業
の
許
可
認
定
・
品
質
管
理
の
特
権
を
得
て
い
た
。

（
鵬
）

こ
う
し
た
医
師
協
会
の
権
威
を
支
え
た
道
具
の
ひ
と
つ
に
、
「
書
物
に
書
か
れ
た
文
字
Ｐ
２
房
耐
○
日
扁
国
８
Ｅ
」
に
関
す
る
知
識
が
あ
る
。

当
該
時
代
の
大
学
医
学
部
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
登
場
す
る
「
コ
ト
バ
」
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
世
界
の
中
で
権
威
と
し

て
認
定
さ
れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
方
法
」
、
あ
る
い
は
、
多
様
な
説
へ
の
通
暁
が
、
そ
の
職
能
集
団
の
優
位
性
を
保
証
し
て
い
た
。

（
川
）

既
得
権
益
の
擁
護
を
当
該
時
代
の
ロ
ン
ド
ン
医
師
協
会
の
社
会
的
機
能
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
同
時
に
、
当
該
時
代
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け

（
順
）

る
医
師
協
会
と
外
科
医
た
ち
と
の
緊
張
関
係
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
知
の
品
質
保
証
、
お
よ
び
、
維
持
は
、
医
師
協
会

に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
外
科
医
に
対
す
る
ラ
ム
リ
講
義
、
お
よ
び
、
医
師
協
会
主
催
の
解
剖
講
義
に

を
整
え
て
い
っ
た
。

【
四
】
結

五
口

一
三
脚
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し
か
し
、
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
同
時
に
、
正
統
派
医
学
の
「
コ
ト
バ
」
内
部
に
「
閉
ざ
さ
れ
た
」
世
界
か
ら
「
開
か
れ
た
」
外
部
に
抜
け
出
す

道
（
ホ
ド
ス
Ⅱ
方
法
）
を
も
っ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
解
剖
さ
れ
る
身
体
で
あ
り
、
解
剖
示
説
講
師
と
し
て
の
立
場
で
あ
る
。

ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
こ
の
立
場
を
本
質
に
お
い
て
理
解
し
て
い
た
。
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
明
を
巧
み
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、

鷺
討
ミ
ミ
（
学
知
）
に
対
す
る
解
釈
を
「
ず
ら
せ
」
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
帰
納
に
も
推
論
に
も
拠
ら
ず
、
目
に
見
え
る
形
で
直
接
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
「
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
」
の
ミ
ミ
胃
（
学
知
）
の
領
域
の
存
在
を
示
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
胃
詩
ミ
愚
（
学
知
）
の
世
界
に
、

モ
ノ
の
提
示
と
い
う
「
方
法
」
を
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
解
剖
示
説
講
師
と
し
て
の
独
自
の
存
在
価
値
を
保
証
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
医
師
協
会
主
催
解
剖
示
説
講
師
と
い
う
、
権
威
あ
る
「
コ
ト
バ
」
の
内
部
に
「
閉
ざ
さ
れ
」
、
な
お
か
つ
「
コ
ト
バ
」
の
外
部

（
Ⅲ
）

言
茸
①
）
」
恋
に
つ
先
上
と
い
夢
え
ぃ
牛
津
つ
○

は
、
人
体
に
関
す
る
知
識
を
外
科
医
に
伝
え
る
と
い
う
側
面
の
他
に
、
医
師
の
所
有
す
る
知
の
外
科
医
の
経
験
に
対
す
る
優
越
の
誇
示
、
医

師
に
対
す
る
正
統
的
な
知
の
再
教
育
と
い
っ
た
機
能
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
解
剖
示
説
講
義
は
、
医
師
協
会
の
認
定

す
る
正
統
派
医
学
の
枠
内
に
「
閉
ざ
さ
れ
て
」
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

「
心
臓
の
固
有
の
ミ
ミ
農
（
運
動
）
は
建
吻
ミ
⑮
」
と
い
う
言
明
は
、
《
ご
妬
宣
ｏ
言
ｏ
ｏ
ａ
冴
冒
に
お
い
て
も
《
も
員
禺
言
苫
鴎
こ
に
お
い
て
も
、

当
該
時
代
の
ア
ナ
ト
ミ
ァ
に
お
け
る
一
般
的
・
正
統
的
な
ト
ピ
ッ
ク
を
引
き
継
ぐ
形
で
「
心
臓
の
§
。
言
的
（
運
動
）
は
、
ど
の
よ
う
か
？
」
と

い
う
「
問
い
」
へ
の
「
答
え
」
と
し
て
示
さ
れ
た
。
ハ
ー
ヴ
ィ
の
設
定
し
た
「
心
臓
の
固
有
の
ミ
ｏ
営
め
（
運
動
）
は
、
増
②
ミ
ぬ
か
、
言
亘
雨
か
」

と
い
う
「
問
い
」
は
、
当
該
時
代
の
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
「
コ
ト
バ
」
、
す
な
わ
ち
概
念
を
理
解
し
、
こ
の
枠
内
で
の
共
通
了
解
を
も
つ
こ
と
に
よ

り
、
初
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
察
主
体
が
感
覚
で
確
認
し
あ
え
る
「
問
い
」
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
言
明
２
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
ハ
ー
ヴ
ィ
は
冒
包
討
胃
曾
己
（
何
の
た
め
に
）
に
関
す
る
「
問
い
」
を
自
ら
の
「
問
い
」
と
し
て
引
き
受
け
、
そ
の
「
答
え
」

を
権
威
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
引
用
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
導
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
確
か
に
ハ
ー
ヴ
ィ
は
「
守
旧
的
（
８
口
の
閏
ぐ
“
‐
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文
献
と
註

＊
本
稿
で
は
、
い
く
つ
か
の
基
本
的
な
用
語
を
ラ
テ
ン
語
（
イ
タ
リ
ッ
ク
で
表
記
）
の
ま
ま
で
示
し
、
ミ
ミ
畠
（
運
動
）
、
号
寓
号
菖
畠
。
§
言
（
自
分
の

目
）
な
ど
、
適
宜
、
こ
れ
に
近
い
意
味
を
も
つ
日
本
語
を
充
て
た
。

ま
た
、
急
ミ
ミ
富
、
ミ
ミ
》
ロ
苫
葺
ｏ
ミ
冒
喜
号
の
§
ミ
ミ
な
ど
、
特
定
の
日
本
語
を
充
て
る
と
誤
解
を
生
じ
や
す
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
ラ
テ
ン
語
の

み
を
示
し
、
文
中
で
そ
の
意
味
を
説
明
す
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
外
国
人
名
に
つ
い
て
、
歴
史
対
象
と
し
て
の
人
物
に
つ
い
て
は
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
、
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
の
他
は
初
出
の
箇
所
に
原
綴

を
（
）
で
示
し
た
．
そ
れ
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
は
原
綴
の
み
を
示
し
た
。

謝
辞

本
稿
を
纏
め
る
に
あ
た
っ
て
有
益
な
ご
助
言
を
い
た
だ
い
て
き
た
日
本
医
史
学
会
、
日
本
科
学
史
学
会
生
物
学
史
分
科
会
、
東
京
工
業
大
学
科
学

史
と
哲
学
の
会
、
な
ら
び
に
、
東
京
工
業
大
学
（
旧
）
科
学
概
論
研
究
室
、
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
の
皆
様
に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

文
献
の
閲
覧
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
、
労
働
科
学
研
究
所
、
野
間
科
学
医
学
資
料
館
、
さ
ら
に
、
文
献
収
集
を
お
助
け
い
た
だ
い
た
順

天
堂
大
学
医
学
図
書
館
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

ご
指
導
。
ご
校
閲
く
だ
さ
っ
た
順
天
堂
大
学
酒
井
シ
ヅ
教
授
に
感
謝
し
ま
す
。

本
稿
の
一
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
機
会
に
要
旨
を
発
表
し
た
も
の
に
大
幅
な
加
筆
訂
正
し
、
構
成
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
１
２
を
中
心
に
日

本
科
学
史
学
会
第
如
回
年
会
（
一
九
九
三
年
五
月
三
十
日
、
東
海
大
学
）
、
二
１
１
１
４
を
中
心
に
第
百
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
一
九
九
九
年
五
月
十
五

日
順
天
堂
大
学
）
、
お
よ
び
、
二
１
１
１
２
を
中
心
に
日
本
医
史
学
会
・
日
本
薬
史
学
会
・
日
本
獣
医
史
学
会
合
同
例
会
（
一
九
九
九
年
十
二
月
十
八
日

順
天
堂
大
学
）
。

へ
と
「
開
か
れ
た
」
空
間
（
国
吊
ｇ
ｏ
の
巴
曽
己
呂
①
ロ
の
ｇ
８
）
に
立
つ
と
い
う
特
権
的
な
位
置
に
い
た
の
で
あ
る
。
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本
稿
で
用
い
た
Ｗ
・
ハ
ー
ヴ
ィ
の
テ
キ
ス
ト
と
略
記
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

●
、
員
角
言
ミ
電
Ⅱ
『
普
遍
解
剖
学
講
義
ノ
ー
ト
」
（
、
員
亀
ミ
ミ
恩
崔
ミ
ご
薑
ミ
ロ
ミ
馬
爵
ミ
冴
）
言
い
犀
旨
普
冨
匡
の
①
巨
ョ
堕
○
四
弓
○
○
房
８
○
コ
閨
Ｐ
手
槁

原
本
に
つ
い
て
一
部
以
外
論
者
は
未
見
）

。
、
愚
奇
凰
さ
菖
鴎
昌
葛
ミ
Ｃ
ミ
ミ
毎
塁
曽
馬
爵
ミ
男
》
歓
吊
冒
三
①
①
９
．
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
Ｐ
屍
霞
．

★
・
皇
『
三
群
閏
昼
胆
の
》
の
．
①
具
》
恥
弓
毒
の
シ
己
胃
○
日
旨
巴
Ｆ
①
、
冒
門
隅
旦
呈
三
罠
四
日
出
四
円
ぐ
①
需
因
陣
印
固
く
言
い
里
○
コ
⑪
両
昌
ご
す
屋
［
ぬ
面
“
。
Ｑ

冒
且
○
口
〉
ｓ
震
．
所
載
ラ
テ
ン
語
テ
キ
ス
ト

。
○
》
冨
邑
ｇ
】
。
．
□
．
》
勺
昌
昌
閏
》
閃
ｚ
Ｆ
・
四
目
詞
巨
朋
の
房
〆
甸
・
》
弓
旨
国
日
西
胃
く
亀
斥
ｇ
昌
隅
○
コ
吾
①
重
言
庁
○
国
ロ
呉
○
国
昌
．

ご
己
く
閏
留
弓
ｇ
ｏ
里
罵
日
口
国
勺
３
筋
》
碗
①
異
の
庁
昌
四
ご
Ｑ
Ｆ
３
シ
ご
胸
①
房
》
忌
日
．

ｔ

●
ｂ
、
雪
ご
雪
９
ミ
冴
Ⅱ
盲
ミ
ミ
ロ
を
有
す
る
も
の
に
お
い
て
、
の
Ｓ
、
と
い
う
コ
ト
バ
で
よ
ば
れ
る
も
の
、
旨
畠
ミ
②
と
い
う
コ
ト
バ
で
よ
ば
れ
る
も

の
の
運
動
に
つ
い
て
の
解
剖
学
的
論
究
」

★
・
駒
尽
§
言
菩
延
菖
ミ
ｏ
ミ
ミ
冬
ミ
ミ
ミ
Ｑ
員
冴
亀
曽
畠
ミ
ミ
吻
ミ
レ
ミ
ミ
ミ
馨
屋
》
刃
四
口
蚕
匡
耳
》
勗
麗
．
（
労
研
所
蔵
複
製
限

定
版
、
東
京
、
一
九
三
六
年
）

・
弓
壷
①
爵
異
同
巨
哩
耐
ず
蔚
菖
冒
畠
認
》
の
巳
の
①
○
睡
坤
①
望
〆
の
冨
邑
研
》
Ｆ
ｏ
『
己
○
口
｝
己
路
．

。
ご
く
三
群
閏
こ
い
少
⑦
．
”
シ
ご
四
国
呉
○
ョ
旨
巴
島
の
ロ
昌
禺
５
口
、
○
口
。
ｇ
ｐ
白
い
号
の
ョ
○
く
の
目
①
昌
旦
号
①
ゴ
①
画
風
曽
己
ご
Ｃ
Ｏ
・
旨
］
弓
言
、

○
『
①
胃
自
問
①
の
．
鴎
冨
の
弄
弓
里
］
印
ｇ
①
昌
鄙
の
で
匡
巨
旨
自
ら
弓
⑩
》
Ｏ
ｘ
さ
吋
具
Ｐ
ｇ
ａ
ｏ
ｐ
》
両
島
目
号
匡
Ｒ
ｍ
宜
夛
畠
①
与
○
亘
門
口
①
》
こ
ぶ
．

・
暉
峻
義
等
訳
「
動
物
の
心
臓
な
ら
び
に
血
液
の
運
動
に
関
す
る
解
剖
学
的
研
究
」
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
。

●
ｂ
免
○
§
亀
ミ
さ
鳶
Ⅱ
盲
ミ
ミ
富
を
有
す
る
も
の
の
発
生
に
つ
い
て
の
論
究
」

★
・
岡
ぎ
ぎ
ぎ
ぎ
苫
鴎
鳥
の
、
ミ
ミ
ミ
ミ
』
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
門
ｏ
ａ
Ｏ
ｐ
ゞ
勗
臼
．
（
労
研
所
蔵
複
製
限
定
版
、
一
九
七
九
年
）
な
お
、
こ
の

版
に
は
型
論
が
２
つ
あ
る
た
め
、
以
下
全
て
の
論
が
ず
れ
て
い
る
。

・
与
言
三
群
四
瓦
ぬ
ゆ
の
，
耳
．
》
辛
口
厨
ロ
昌
輿
］
○
口
的
ｓ
こ
の
豆
邑
”
号
①
⑦
の
ご
閏
胃
５
コ
且
シ
ョ
ョ
巴
の
．
国
四
の
蚕
昌
①
二
ｍ
の
話
昌
鄙
の
も
匡
匡
旨
印

庁
５
口
⑩
．
○
×
ず
Ｒ
具
伊
っ
。
・
○
コ
・
両
昌
口
言
買
い
戸
国
○
呉
○
ご
〕
三
角
の
守
○
巨
吋
ロ
①
、
己
曽
．

●
ｂ
、
ミ
Ｃ
言
い
ミ
ミ
』
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
Ⅱ
冒
昌
蒼
負
を
有
す
る
も
の
の
場
所
的
運
動
」
Ｓ
、
ミ
ミ
雲
Ｆ
Ｒ
昌
煙
ミ
》
ミ
言
ミ
ゞ
言
い
犀
三
号
三
房
の
匡
ｇ
望
○
四
コ
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。
Ｃ
馬
８
９
．
手
槁
原
本
を
論
者
は
未
見
。
）

★
・
ヨ
ニ
員
扇
副
匡
頤
①
》
⑦
．
①
具
四
コ
ロ
ヰ
四
目
巴
胃
①
具
伽
ヨ
ヨ
罠
四
冒
頭
ｍ
引
く
①
琶
口
の
冨
昌
匡
旧
（
）
の
堅
一
ン
ヨ
ョ
里
旨
ョ
．
晟
弓
．
○
四
ョ
胃
丘
”
①

ご
己
ぐ
の
風
ご
刃
の
の
の
》
○
曽
号
１
局
の
．
岳
＄
．
所
載
ラ
テ
ン
語
テ
キ
ス
ト

本
稿
で
用
い
た
、
Ｇ
・
ボ
ー
ア
ン
の
テ
キ
ス
ト
と
略
記
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

●
ご
馬
ミ
ミ
ミ
』
》
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
Ⅱ
『
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
劇
場
」

★
・
国
四
匡
三
ご
尻
〕
○
ｍ
ｇ
閏
巨
印
．
卵
白
毒
、
ミ
ミ
ミ
ロ
苫
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
・
甸
国
ご
口
（
）
言
風
》
岳
冨
．
含
里
①
Ｑ
》
）
扇
冒
（
野
己
①
具
》
）

な
お
、
右
記
文
献
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
ラ
テ
ン
語
か
ら
の
直
接
訳
を
試
訳
と
し
て
示
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
ラ
テ
ン
語
引
用
の
底
本
と
し
た
も

の
に
★
を
付
し
た
。
和
訳
、
英
訳
と
は
解
釈
が
一
致
し
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
参
考
の
た
め
、
主
要
な
和
訳
、
英
訳
で
の
該
当
個
所
を
（
）
内
に

示
し
た
。

（
１
）
本
稿
は
、
肥
ｌ
Ⅳ
世
紀
西
欧
で
独
特
の
展
開
を
遂
げ
た
画
苫
員
。
ミ
ミ
の
歴
史
的
理
解
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
今
日
的
理
解
の
元
の
「
解

剖
学
」
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
ア
ナ
ト
ミ
ア
と
い
う
「
コ
ト
バ
」
を
用
い
た
。
し
か
し
、
ラ
テ
ン
語
、
も
し
く
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
氾
濫
を

避
け
る
た
め
に
、
解
剖
空
間
、
解
剖
示
説
、
解
剖
学
教
科
書
等
、
「
解
剖
」
ま
た
は
「
解
剖
学
」
の
語
を
用
い
た
場
合
が
あ
る
。

（
２
）
ハ
ー
ヴ
ィ
自
身
、
ゞ
ｂ
、
ミ
ミ
震
Ｃ
Ｏ
己
冴
；
の
表
題
に
、
（
…
の
ミ
ミ
ミ
罵
昏
さ
亀
津
穏
舞
ミ
ミ
ミ
記
侭
鼻
庫
、
菖
静
閉
弓
冴
崔
ミ
ミ
。
ミ
ミ
営

○
昌
侭
ご
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ト
ミ
ミ
ミ
菖
電
】
と
記
し
て
い
る
。

（
３
）
医
を
§
昌
昏
（
学
知
）
と
見
な
す
か
曇
畠
（
術
）
と
見
な
す
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
こ
の
問
題
に
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。
な
お
、
西
欧
の
学
問
分
類
論
に
関
す
る
論
文
と
し
て
次
の
二
つ
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。
小
松
真

理
子
「
西
欧
中
世
の
学
問
分
類
論
’
昭
世
紀
を
中
心
に
」
「
帝
京
大
学
文
学
部
教
育
学
科
紀
要
」
第
一
七
号
、
一
三
三
’
一
六
六
頁
、
一
九
九
二
。

司
門
①
の
旦
罠
口
四
員
］
・
“
○
両
め
め
鄙
○
四
庁
ご
ロ
⑳
○
命
ロ
三
一
○
ｍ
○
ロ
ゴ
雰
言
画
①
の
ｇ
①
ロ
、
①
の
〕
四
コ
・
庁
壷
①
画
耳
冒
凰
×
厨
の
。
（
す
四
己
・
の
①
ぐ
①
巨
扇
①
。
《
す
、
①
ロ
庁
匡
門
冒
①
匡
門
○
つ
⑦
〕

弓
胃
冨
呂
①
目
降
冒
巳
日
巴
〕
．
Ｆ
凋
凋
房
笥
１
３
↓
ご
程
．

ま
た
、
鰯
ミ
ミ
爵
】
鮮
信
３
智
笥
に
は
、
学
、
［
科
学
的
な
］
知
識
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
を
、
体
系

的
な
学
知
と
し
て
で
は
な
く
、
「
ひ
と
に
宿
る
能
力
」
と
し
て
捉
え
る
解
釈
も
あ
る
。
桑
子
敏
雄
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
学
に
お
け
る
論
証
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と
論
証
能
力
に
つ
い
て
」
「
古
代
哲
学
研
究
」
二
三
巻
、
一
’
十
頁
、
一
九
九
一
．
こ
こ
で
は
、
後
段
（
三
１
２
）
で
展
開
す
る
根
拠
に
基
づ
い

て
鷺
ざ
ミ
ミ
（
学
知
）
と
し
て
い
る
。

（
４
）
月
沢
美
代
子
「
ハ
ー
ヴ
ィ
と
デ
カ
ル
ト
ー
Ⅳ
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
血
液
循
環
論
の
受
容
と
カ
ル
テ
ジ
ァ
ニ
ズ
ム
」
村
上
陽
一
郎
編
『
生

命
思
想
の
系
譜
』
（
知
の
革
命
史
４
）
六
五
’
九
五
頁
、
朝
倉
書
店
、
東
京
、
一
九
八
○
。

（
５
）
こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
論
者
が
こ
れ
ま
で
ハ
ー
ヴ
ィ
の
著
述
を
分
析
し
て
き
た
も
の
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
月
沢
美
代
子
「
心
臓

優
位
説
か
ら
血
液
優
位
説
へ
の
「
転
換
説
」
の
再
検
討
１
Ｗ
・
ハ
ー
ヴ
ィ
の
観
察
、
論
理
と
輿
⑮
ミ
言
誉
の
構
成
ｌ
」
「
科
学
史
研
究
」
三
四
巻

（
Ｚ
。
、
こ
こ
、
二
八
’
一
二
八
頁
、
一
九
九
五
、
匡
皇
「
Ｗ
・
ハ
ー
ヴ
ィ
の
精
気
と
「
問
題
」
（
１
）
員
曽
穏
鼠
里
包
ミ
言
重
冒
討
吻
菖
を

戯
り
口
と
し
て
Ｉ
フ
ェ
ル
ネ
ル
の
超
越
的
精
気
に
対
し
て
」
『
科
学
史
研
究
』
Ⅱ
期
、
三
六
巻
、
（
ｚ
ｏ
＆
言
）
、
一
三
九
’
二
三
八
頁
、
一
九

九
七
、
己
：
「
Ｗ
・
ハ
ー
ヴ
ィ
の
精
気
と
「
問
題
」
（
Ⅱ
）
’
一
・
昏
侭
舅
魚
ｇ
ミ
言
雲
ミ
馬
の
薯
を
載
り
口
と
し
て
Ⅱ
ガ
レ
ノ
ス
の
空
気
由

来
精
気
に
対
し
て
」
『
科
学
史
研
究
」
Ⅱ
期
、
三
七
巻
、
（
ｚ
ｏ
‘
曽
望
、
三
九
’
四
八
頁
、
一
九
九
八
。

（
６
）
こ
こ
で
行
っ
て
い
る
の
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
研
究
全
体
の
検
討
（
レ
ヴ
ュ
ー
）
で
は
な
い
。
本
稿
で
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
面
の
み
に
注
目
し
て
先
行

研
究
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
日
本
語
で
読
め
る
ハ
ー
ヴ
ィ
研
究
の
検
討
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
り
、
機
械
論
者
ハ
ー
ヴ
ィ
像
の
批

判
的
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
中
村
禎
里
国
冑
ぐ
ｇ
研
究
の
現
状
」
『
生
物
学
史
研
究
」
一
六
号
、
一
’
一
四
頁
、
一
九
六
九
。
ま
た
、
機
械

論
者
ハ
ー
ヴ
ィ
像
の
批
判
的
検
討
、
お
よ
び
、
近
代
科
学
の
形
成
と
ハ
ー
ヴ
ィ
に
関
し
て
、
同
じ
論
者
の
、
極
め
て
優
れ
た
先
駆
的
業
績
群
が

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
部
の
み
あ
げ
て
お
き
た
い
。
中
村
禎
里
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ヴ
ィ
の
業
續
の
特
質
に
つ
い
て
」
『
科
学
論
報
」
二
号
、

三
七
’
四
八
頁
、
一
九
五
九
、
己
．
》
「
乏
言
四
日
国
閏
く
ｇ
と
そ
の
生
理
学
（
１
）
ｌ
血
液
循
環
論
の
成
立
」
『
科
学
史
研
究
』
ｚ
○
．
露
】
一
四
六

’
一
四
九
頁
、
一
九
六
三
、
己
．
）
「
雪
自
画
ョ
函
閏
ぐ
ｇ
と
そ
の
生
理
学
説
（
２
）
ｌ
精
気
説
と
心
臓
運
動
論
」
肩
学
史
研
究
』
ｚ
○
・
＄
〕
一
八

（
７
）
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
著
、
暉
峻
義
等
訳
『
動
物
の
心
臓
な
ら
び
に
血
液
の
運
動
に
関
す
る
解
剖
学
的
研
究
」
三
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
六
一
・

（
８
）
川
喜
田
愛
郎
「
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
上
』
一
七
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
七
。

Ｑ
罠
印
凰
の
》
○
○
弓
蔚
①
借
①
ａ
ｏ
豆
①
只
昌
ご
ｌ
シ
ロ
①
め
の
畠
冒
昏
の
言
の
８
昌
旦
め
Ｑ
①
昌
鄙
の
牙
○
戸
侭
三
．
ロ
認
．
卑
旨
８
８
己
口
昌
く
．
甲
①
の
の
ゞ

の
畠
尉
巨
の
○
．
○
、
国
吊
（

勺
『
ヨ
の
①
日
員
ｚ
』
．
》
こ
ぎ

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
誌

三
七
’
四
八
頁
、
一
九
一

’
一
四
九
頁
、
一
九
六
一

’
二
五
頁
、
一
九
六
四
。
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ワ①

イム

国
豈
堅
還
一
）
］
・
］
・
辛
弓
ゴ
①
の
３
言
牙
旦
国
四
局
ぐ
①
冠
の
ロ
の
冨
○
目
○
○
ａ
耐
．
画
匡
冒
四
一
輿
．
自
①
具
ミ
岬
穐
？
ミ
ニ
乞
認
．

雪
三
茸
関
匙
鴨
ゞ
⑦
韓
国
①
三
○
目
○
○
ａ
阿
言
『
号
①
ご
昌
冒
『
○
の
日
照
路
Ｃ
Ｏ
日
日
の
具
．
団
昌
．
閏
異
．
言
＆
豐
望
昌
舌
山
＄
》
岳
司
．

（
喝
）
例
え
ば
、
舅
①
四
『
ゞ
シ
・
恥
君
三
国
日
国
閏
ぐ
２
ｍ
目
牙
の
君
昌
且
回
国
四
ｇ
目
の
厨
．
閏
禺
ｍ
９
．
》
筐
＆
鵠
由
お
、
ご
鴎

（
岨
）
以
下
、
函
筐
・
君
の
房
訂
尉
》
国
営
①
ご
一
蜀
国
ロ
展
〕
『
．
》
塵
．
］
、
９
９
六
・
印
①
ご
号
》
ｐ
冒
昌
侭
冨
日
に
関
し
て
は
関
連
す
る
多
く
の
著
書
、
論
文
が
あ

る
た
め
、
こ
こ
で
は
代
表
的
な
も
の
の
み
を
あ
げ
て
お
き
た
い
・

塵
三
》
ｐ
君
三
画
ョ
西
閏
く
ｇ
ｍ
ａ
ｇ
の
丘
①
四
○
陣
胃
三
目
冑
の
耳
．
弔
画
牌
四
目
印
の
の
①
己
．
ご
叩
豊
ｌ
貝
ご
霞
．

（
別
）
ヨ
ョ
．
①
ご
降
閏
》
○
“
三
宝
罠
四
日
西
幽
司
く
①
】
四
口
Ｑ
ｇ
①
Ｑ
』
の
勝
己
ョ
①
Ｂ
の
旨
の
冒
当
画
の
○
ず
①
四
コ
両
ロ
哩
四
口
旦
．
岸
喝
．
営
当
．
〕
・
国
営
の
ご
豈
①
旦
雪
“
三
富
言
四
目

国
画
【
ぐ
①
軍
四
国
ロ
三
の
画
”
①
．
弓
面
①
］
○
ゴ
ロ
の
国
○
℃
宮
口
の
ご
己
ぐ
①
吊
一
ご
勺
吊
の
の
》
国
四
言
冒
○
『
①
四
口
Ｑ
戸
）
己
Ｑ
○
口
》
ら
弓
．

（
別
）
国
営
①
ウ
豈
》
］
・
］
・
“
弓
琶
①
三
の
ｇ
ｏ
巴
、
昼
①
ａ
国
四
局
ぐ
①
『
の
目
⑳
Ｃ
Ｏ
く
①
昌
轆
弓
面
の
ｚ
ｏ
Ｈ
日
巴
画
邑
ｑ
号
①
シ
ゴ
ロ
日
・
日
巴
．
畠
山
ｓ
，
誉
国
豈
の
ウ
営
』
。
］
・
の
具
雪
》

（
９
）
園
匡
詳
①
乱
①
丘
〕
函
・
酔
弓
胃
○
『
侭
冒
旦
冨
＆
①
ｇ
の
Ｑ
①
国
８
．
届
９
１
房
ｇ
の
，
画
竺
四
且
留
吊
．
胃
具
｝
冒
且
○
口
〕
岳
囹
．

（
初
版
は
一
九
四
九
、
な
お
、
一
九
五
七
年
の
改
訂
版
に
基
づ
い
た
邦
訳
、
Ｈ
・
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
、
渡
辺
正
雄
訳
『
近
代
科
学
の
誕
生
一
上
、
下
、
講
談

社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
東
京
、
一
九
七
八
、
が
あ
る
）

（
皿
）
尿
○
旨
い
吟
．
”
両
目
Ｑ
①
ｍ
四
三
冊
巨
邑
①
の
．
酌
ぐ
○
房
》
ご
篭
．

（
Ⅱ
）
罰
四
口
Ｑ
巴
〕
］
【
・
》
西
・
岫
弓
ゴ
①
ユ
①
ぐ
堅
○
己
冒
①
貝
旦
の
。
耐
昌
鄙
の
目
⑦
号
Ｏ
Ｑ
ヨ
号
①
の
ｏ
ゴ
○
○
一
ａ
も
四
Ｑ
巨
四
．
］
．
出
耳
輿
．
丘
①
閉
．
』
画
灌
司
由
言
》
る
ち
．
こ

れ
は
後
に
改
訂
さ
れ
、
弓
馬
の
ｇ
○
○
一
ａ
も
且
巨
四
四
且
吾
の
①
ョ
の
侭
の
胃
の
ｇ
ョ
且
①
昌
印
Ｑ
①
己
８
顧
自
画
》
忌
日
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

（
皿
）
勺
凹
胸
里
》
一
言
“
ヨ
ヨ
ニ
四
ョ
画
胃
く
の
『
国
○
さ
四
、
巴
匡
①
閉
．
塵
呉
自
国
口
匡
三
厘
〕
旨
い
ｚ
①
雪
国
○
異
．
己
囲
｝
畠
雪
．

（
昭
）
中
村
禎
里
（
一
九
六
九
）
、
８
．
ミ
、
（
註
３
）

（
Ｍ
）
言
冨
詳
①
１
局
ゆ
の
．
（
こ
＄
）
８
．
員
・

（
巧
）
乏
旨
圃
罰
頁
叩
弓
冨
三
○
鼻
の
ａ
言
言
四
日
西
閏
く
亀
．
言
．
ｐ
等
号
ご
冨
白
ｇ
ｇ
①
ご
〕
胃
）
且
（
）
ロ
、
畠
ミ

（
略
）
弓
三
茸
目
縁
の
》
の
（
己
霞
）
８
．
の
罫
Ｑ
冨
邑
ｇ
》
○
口
》
酉
冒
扁
禺
〉
同
ｚ
‐
Ｆ
》
四
目
罰
こ
め
の
①
二
〕
【
・
国
（
ご
臼
）
８
．
ミ
．

（
Ⅳ
）
与
曼
三
件
閏
己
”
①
》
の
．
“
与
言
三
四
日
国
四
局
ぐ
①
置
四
。
・
註
①
。
Ｒ
巳
胃
ご
ロ
旦
昏
①
国
○
○
ｇ
三
四
ｎ
匹
○
．
四
面
》
Ｆ
ｇ
ａ
Ｏ
貝
国
の
①
急
閏
》
ｚ
の
君
国
日
戸

シ
日
解
の
ａ
自
己
．
己
。
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（
理
）
甸
『
画
巨
戸
胄
，
〕

Ｆ
ｇ
〕
・
○
Ｐ
』
や
函
つ

（
閉
）
○
○
○
〆
頭
』
．

］
＠
ｍ
ｍ

（
型
）
司

（
妬
）
○

（
妬
）
言

（
”
）
画

酌
岬
堕
』
］
Ｉ
学
“
『
凸
』
垣
也
ｅ
、

（
羽
）
○
○
○
戸
》
。
“
弓
①
鴬
四
国
Ｑ
○
○
三
①
×
苛
弓
ゴ
の
己
三
旨
（
）
の
○
℃
三
ｏ
ｍ
－
印
庁
『
匡
の
白
吊
旦
号
①
言
叶
昌
口
、
の
旦
与
ミ
ニ
四
ョ
國
閏
ぐ
①
巨
三
昌
凰
国
呉
の
・
ず
巨
忌
普
昌
①
、

日
弐
①
己
巴
印
の
四
二
の
①
己
三
さ
⑳
○
ロ
ゴ
鴛
勺
戸
口
号
①
め
厨
冒
○
四
ヨ
ゥ
門
こ
い
①
ロ
ヨ
ぐ
①
耐
』
ご
・
〕
己
誤
．

弱
）
科
学
論
文
、
医
学
論
文
が
今
日
の
よ
う
な
形
式
を
整
え
た
の
は
四
世
紀
半
ば
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
、
異
な
る
形
式
の
中
で
記
述
さ
れ

て
い
た
。
農
亀
ら
曽
言
の
構
成
に
関
し
て
は
、
印
２
９
（
ら
程
）
§
・
ミ
．
（
註
翌
》
月
沢
（
一
九
九
五
）
》
§
・
ミ
．
（
註
３
）

（
弧
）
次
の
論
文
で
、
こ
の
具
体
例
を
示
し
た
。
月
沢
（
一
九
九
七
）
、
§
・
艮
・
（
註
３
）

（
別
）
↑
《
ｂ
、
の
①
苫
亀
ミ
ご
苫
奄
》
》
《
、
愚
里
買
ご
》
（
二
『
ご
茸
閏
こ
い
①
》
ロ
巴

（
認
）
一
Ｇ
ｍ
ミ
ｃ
言
。
ｏ
ミ
量
》
ゞ
ロ
町
（
暉
峻
訳
、
一
九
頁
）

（
翌
ハ
ー
ヴ
イ
の
ラ
ム
リ
講
義
解
剖
示
説
、
お
よ
び
、
《
も
こ
Ｒ
言
菖
鴎
冨
の
書
誌
的
内
容
に
関
し
て
は
、
次
で
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。
⑦

弓
ご
巨
庁
蔚
吋
昼
泊
の
①
・
・
・
弓
壷
①
シ
ロ
胃
○
日
］
、
巴
門
①
の
冒
吊
旦
乏
ご
国
ョ
国
閂
ぐ
①
園
．
画
陣
切
固
く
旨
鴨
８
口
の
》
両
呂
口
ご
匡
侭
画
曽
己
Ｆ
ｏ
邑
・
○
口
》
ら
霞

（
弘
）
中
村
禎
里
『
血
液
循
環
の
発
見
』
九
五
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
七
。

弱
）
乏
目
言
２
局
①
ｂ
・
（
己
霞
）
ゞ
§
，
ミ
、
ゞ
（
註
り
ゞ
旨
舛
○
号
８
９
］
に
お
い
て
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
所
持
し
て
い
た
原
典
、
あ
る
い
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ

呈
三
晨
四
日
出
四
Ｒ
ぐ
①
く
曽
己
三
⑩
四
噸
の
、
目
影
①
］
巳
目
印
函
○
で
匿
己
の
［
言
弓
四
四
弓
印
．
①
の
の
》
団
四
旨
日
（
）
『
①
曽
己
問
自
己
○
口
》
こ
ろ
．

｜
甸
『
曽
房
．
］
『
ゞ
詞
⑦
、
叩
西
口
同
ぐ
①
］
四
国
旦
讐
①
（
）
愚
Ｃ
ａ
勺
ロ
固
め
ざ
盲
唱
め
蕨
．
ご
【
〕
茸
四
●
曾
昌
且
○
四
罠
自
己
言
四
℃
昂
の
⑳
》
国
閏
戸
の
一
①
望
ゞ
Ｆ
〔
）
ぬ
シ
己
”
の
一
い
〕

弓
ぐ
ず
一
群
①
国
ｑ
ｍ
の

●

胃
ご
言
。
・
屋
、
ご
○
己

国
（
旨
○
》
］
．
］
・
諏
詞
一

四
幅
』
ｌ
学
的
『
凸
』
ｃ
ｃ
（
）

。
（
５
戸
。
．
“
弓
①

計
①
己
四
］
印
の
四
二
○
の
一

両
『
①
ロ
の
｝
］
》
”
・
酌
三
ご
三
国
目
］
国
四
『
ぐ
の
里
印
。
“
庁
匡
局
竺
ロ
三
一
○
ｍ
○
℃
宇
眞
．
○
回
国
〕
一
貝
己
胸
の
ご
己
く
の
民
の
諄
く
勺
門
①
印
の
〕
○
画
目
国
ご
吋
昼
、
①
》
］
や
や
一
・

○
日
日
ヨ
ｍ
ロ
四
日
ゞ
Ｐ
叫
弓
ゴ
①
シ
コ
四
８
日
目
の
四
一
両
の
自
習
め
闇
己
８
．
ゆ
の
（
）
一
閏
．
勺
尉
朋
》
国
四
二
風
炉
の
｝
侭
胃
の
用
〕
巨
一
農
普
ヨ
ｍ
ｏ
ｏ
ヨ
ロ
四
コ
》
『
》
く
①
ロ
●
ロ
（
）
．
庁
．
弓
電
．

乏
困
目
，
ゞ
Ｐ
．
（
己
麗
）
９
．
，
貝
ゞ
（
註
略
）

国
（
）
ロ
○
・
］
．
嵜
詞
①
き
『
日
四
目
Ｑ
吾
①
匿
己
”
匡
四
”
①
ｇ
『
①
ロ
巴
の
の
四
コ
、
の
ｇ
①
○
３
口
の
四
一
ヨ
の
ｇ
ｏ
旨
①
”
西
胃
ぐ
の
置
く
①
尉
匡
の
甸
①
【
．
ｐ
①
一
・
］
・
国
酎
庁
．
画
ざ
一
・
》
鴎
》

弓
写
①
Ｑ
の
９
－
弓
の
（
）
｛
庁
壷
①
○
国
国
］
の
ｇ
ｏ
巴
Ｈ
①
ｍ
』
弓
］
の
ヨ
の
庁
匡
画
耳
Ｆ
○
【
己
○
口
．
〔
〉
〔
頁
，
。
①
二
［
一
．
一
く
囚
め
詳
量
勺
吋
①
の
の
》
岸
｝
〕
、
門
四
四
国
・
閂
」
○
二
・
○
口
〕

Ｑ
一
の
口
匡
計
①
の
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（
“
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
農
。
、
』
ミ
ご
ミ
、
〕
罠
昌
・
全
号
皀
（
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
６
』
岩
波
書
店
、
東
京
、
四
○
頁
）

（
蛇
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
《
↑
ロ
⑮
』
ミ
ミ
自
署
ゞ
目
』
．
筐
母
路
．
二
全
集
６
』
三
九
頁
）

（
粥
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
《
《
ｂ
①
』
ミ
ミ
ロ
》
）
ゞ
戸
』
・
造
匿
い
（
『
全
集
６
』
四
一
頁
）

（
“
）
専
赴
Ｒ
§
誌
鴎
に
も
《
８
包
畠
§
斡
蒼
亀
ミ
ミ
烏
。
侭
ミ
ミ
ミ
、
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
農
や
亀
Ｒ
菩
苫
鴎
、
．
ご
』
言
冒
耳
目
烏
①
、
で
Ｌ
）

（
妬
）
ミ
ミ
冨
亀
の
区
分
は
、
⑦
煙
］
①
ヨ
、
と
シ
『
璽
○
蔚
冒
己
で
異
な
っ
て
い
る
。
○
匡
昌
〕
旨
い
厨
ョ
ゞ
少
（
己
君
）
》
８
．
豊
．
》
（
註
塑
弓
．
弓
‐
設

（
“
）
《
哨
寺
亀
⑯
貝
ご
葛
鴎
、
』
ご
《
．
函
（
二
ゴ
ー
茸
①
計
己
”
①
畠
ゼ
届
ｌ
屋
）

（
卿
）
《
《
Ｃ
Ｑ
ミ
。
冒
隠
ミ
ミ
《
』
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ロ
認
．

や
廸

○
匡
コ
ョ
ヨ
廻
国
ョ
、
シ
・
詞
．
（
己
君
）
》
§
．
。
弾
（
註
”
）

（
師
）
邑
苫
ミ
ミ
苫
冒
§
膏
ら
ミ
冒
冒
烏
。
Ｒ
壁
舌
黄
ご
菖
色
免
昌
§
、
ｓ
吻
胃
ミ
蔦
冒
ミ
ミ
雪
鼠
畠
亀
へ
ミ
ミ
ミ
の

（
犯
）
《
《
、
ミ
禺
言
冨
鴎
ゞ
ゞ
ご
《
．
ご
（
言
ご
茸
の
吋
丘
鴨
も
．
ｅ

（
調
）
冨
昌
ゞ
三
目
・
叩
⑦
画
一
①
己
○
国
号
①
易
①
甘
言
①
の
的
ａ
ｓ
の
己
胃
厨
○
陣
胃
ｇ
号
．
牙
○
一
の
。
】
○
○
『
。
呉
［
冒
一
ぐ
⑦
風
ご
甲
朋
の
肖
吾
四
８
》
ｚ
の
ぎ
母
○
具
》

岳
露
．
ぐ
９
門
》
目
貫
○
ｇ
嵩
只
旨
口
、
ロ
Ｐ

（
リ
ァ
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
プ
シ
ュ
ヶ
ー
ミ
昇
包
を
日
本
語
に
正
確
に
置
き
換
え
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
プ
シ
ュ
ケ
ー
を
論
じ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
の
論
著
（
ラ
テ
ン
語
名
晨
罵
出
ミ
ミ
亀
冨
）
の
表
題
に
は
、
『
霊
魂
論
」
（
山
本
光
雄
訳
、
岩
波
書
店
零
ノ
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
６
』
一
九
六
八
）
、
「
心

理
学
」
（
高
橋
長
太
郎
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
八
）
、
「
心
に
つ
い
て
」
（
桑
子
敏
雄
訳
、
講
談
社
学
術
文
庫
一
九
九
九
）
と
、
訳
者
の
解
釈
に
応
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
日
本
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
他
部
分
と
の
整
合
性
を
考
え
て
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
用
い
た
コ
ト
バ
で
あ
る
肴
ミ
ミ
ロ
を
そ

の
ま
ま
用
い
た
。
な
お
、
以
下
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
の
引
用
は
、
岩
波
全
集
版
に
基
本
的
に
基
づ
き
、
全
集
で
の
該
当
ぺ
ｌ
ジ
を
（
）

の
引
用
の
う
ち
ボ
ー
ァ
ン
の
註
に
は
無
い
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
詳
し
い
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

（
妬
）
○
冒
冒
侭
｝
』
四
日
》
Ｐ
詞
轆
司
四
宮
庁
ど
の
曽
己
号
の
饒
風
の
ｓ
ご
①
冒
○
］
の
９
劃
》
冒
曽
国
８
－
ヨ
の
四
兵
①
胃
冨
Ｈ
循
冑
三

づ
げ
四
吋
ゞ
Ｐ
・
》
甸
討
①
ロ
の
戸
詞
・
閑
．
習
己
Ｆ
ｏ
己
の
》
胃
・
旨
・
〕
（
①
Ｑ
の
）
．
》
“
弓
｝
５
日
の
ｇ
ｏ
色
刷
己
曽
の
の
自
〕
の
⑦
（
）
｛
号
①

ご
ロ
』
ぐ
①
『
の
芹
ぐ
も
『
の
の
い
』
や
唖
画

内
に
示
し
て
お
い
た
。

司
四
言
・
庁
ど
の
曽
己
号
の
《
シ
風
２
２
－
①
己
吋
ｅ
の
ｇ
響
》
冒
曽
国
８
ョ
言
巴
蔚
四
具
昌
循
閏
己
吊
①
印
①
四
『
、
ゴ
胃
も
四
口
ロ
四

詞
〆
，
習
己
門
○
己
の
》
胃
・
旨
・
〕
（
①
Ｑ
の
）
．
》
“
弓
｝
５
日
の
ｇ
ｏ
色
刷
己
曽
の
の
四
口
の
⑦
（
）
｛
号
①
曾
斡
の
の
。
弓
。
の
口
目
。
．

●

］
＠
ｍ
ｌ
函
四
四
一
葛

。
、
日
ロ
ー
〕
ユ
且
伽
⑦
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（
帽
）
言
三
茸
①
１
片
①
ゞ
⑦
．
（
乞
霞
）
・
§
・
畳
．
〕
旨
耳
（
）
号
８
○
口
．

（
塑
雪
①
閏
ゞ
少
（
己
麗
）
呂
昌
：
（
註
哩
己
画
謹
な
お
、
ボ
ー
ア
ン
自
身
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
と
同
じ
く
、
権
威
の
害
の
記
述
よ
り
も
、
観
者
に

提
示
し
う
る
も
の
に
重
い
価
値
を
置
く
態
度
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
二
三
詳
国
』
烏
①
ゞ
？
⑦
四
の
冨
己
国
四
目
日
．
認
里
苫
己
、
国
○
ｍ
ｇ
９
国
》
印

画
己
Ｑ
ｍ
Ｏ
ｐ
妙
ｚ
①
葛
呂
ｏ
禺
己
霞
．

（
別
）
画
画
巨
亘
貝
国
毒
、
ミ
ミ
ミ
レ
葛
ミ
ｏ
冒
弓
謹
昌
．
屋
急
言
．
ち
ご
）
屋
匡
含
．
国
巴

典
拠
の
明
示
は
、
こ
の
時
代
の
他
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
も
通
例
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
は
、
本
文
中
に
イ
タ
リ
ッ
ク
字
体
で
書
き

へへへへへ一、へ

58575655545352
－…ーー………

冒冒冒冒ミ冒厩
a包包亀包包巨
｡jgこ･。＝

典
拠
の
明
示
は
、
こ
の
時
代
の

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

（
別
）
国
四
口
宮
口
．
》
』
毎
画
］
言
．
酉
函
ｅ

（
艶
）
国
曽
］
言
弓
．
、
晟
冨
官
．
と
空
〕

（
弱
）
例
え
ば
、
印
①
月
貢
閥
（
ら
程
）
〕
§
・
ミ
．
）
（
註
型
ロ
圏
．

（
帥
）
月
沢
（
一
九
九
八
）
、
９
．
＆
・
↓
（
註
３
）

（
ｇ
こ
の
ぎ
ぐ
の
記
述
は
、
一
六
一
六
年
に
体
循
環
論
が
既
に
形
成
さ
れ
て
い
た
証
拠
と
さ
れ
て
い
た
が
、
雪
宣
言
①
昌
一
ｍ
①
は
、
こ
れ
が
一
六
一
六

年
当
時
の
記
述
で
は
な
く
、
ニ
ハ
ニ
六
’
二
七
年
頃
の
記
述
で
あ
る
こ
と
を
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
筆
跡
、
そ
の
他
の
根
拠
か
ら
示
し
て
い
る
。
君
｝
昌
庁
閏
‐

三
口
わ
，
の
，
＆
：
（
喧
窪
）
．
８
．
ｓ
『
．
．
（
註
Ｍ
）
・
冒
耳
○
号
ｇ
ご
ロ
．
ｘ
ｘ
ｘ
ユ
ヱ
ー
．

（
舵
）
写
員
．
）
（
註
咽
の
諸
文
耐
）

（
開
）
認
く
の
記
述
は
、
筆
跡
の
上
か
ら
も
、

己
鴨
》
⑦
．
＆
．
》
（
届
霞
）
》
§

写
員
．
．
（
註
昭
の
諸
文
献
）

罠
③
画
］

胃
つ
つ
印

］
③
函
』

へ へ一、

でロロ

函
函
昌
）

隼
」
⑭
）
四

○
Ｑ
Ｃ
－

ト
Ｌ
ト
Ｌ
卜
Ｌ
〕
。

こ
の
注
は
晟
急
の
該
当
ペ
ー
ジ
に
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

目
つ
い
］
（
己
．
四
国
旨
）

こ
の
注
は
屋
急
の
該
当
ペ
ー
ジ
に
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

」
③
画
』
（
己
．
画
画
昌
）

萱
．
弓
ま
で
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
ご
｛
．
認
の
一
ペ
ー
ジ
を
空
け
て
改
め
て
書
き
出
さ
れ
た
こ
と
が
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（
別
）
尋
ミ
．
（
夛
夛
詳
貢

（
花
）
ざ
ミ
．
こ
の
奔
山

（
乃
）
〔
も
尽
奇
貝
ご
苫
鴎
、
』

（
註
塑
）
ゞ
ロ
圏
ｌ
路
．

（
科
）
《
隼
、
馬
奇
旦
さ
苫
鴎
曹
、

（
だ
）
愚
ミ
．

（
巧
）
琴
ミ
．
ａ
墨
再
訂

（
両
）
津
ミ
．

（
沼
）
守
ミ
ヨ
与
言
①

（
川
）
尋
ミ
．
（
君
屋
茸
①
且
局
①
．
ｇ
・
思
午
鵲
ｅ

こ
の
４
は
、
後
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
て
お
り
、
三
ヶ
胃
①
Ｈ
こ
い
①
は
、
こ
の
記
述
を
、
動
脈
は
自
発
的
に
収
縮
し
血
液
を
引
き
つ
け
る
と
い
う
、
反

循
環
論
的
な
言
明
と
捉
え
て
い
る
。

（
別
）
尋
ミ
．
（
夛
夛
］
詳
胃
匡
胸
①
．
己
圏
巴

（
花
）
ざ
ミ
．
こ
の
奔
出
す
る
血
液
が
ハ
ー
ヴ
ィ
を
量
的
推
量
に
導
い
た
可
能
性
を
論
者
は
考
え
て
い
る
。

両
）
↑
も
愚
ミ
ミ
苫
鴎
・
ゞ
ご
《
．
認
ぐ
ａ
蜀
茸
９
局
の
》
で
，
獣
ｅ
な
お
、
＆
吻
崎
苫
邑
罫
言
盲
罫
に
関
し
て
は
次
に
詳
し
い
。
即
９
３
（
己
震
）
》
§
．
§
ざ

（
的
）

（
師
）
こ
こ
で
も
、
私
に
は
（
ミ
ミ
）
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

（
区
津
ミ
．
こ
こ
で
既
に
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
血
液
の
「
吸
入
」
で
は
な
く
「
放
出
」
と
い
う
コ
ロ
ン
ボ
の
観
察
の
「
正
し
さ
」
に
気
づ
い
て
い
た
と

二
穿
三
呂
侭
の
は
説
明
し
て
い
る
。
ｐ
二
弓
罵
目
縁
①
（
ら
ご
）
々
§
ミ
：
（
註
哩
〕
で
褐
．

（
船
）
｛
も
馬
奇
旦
ご
苫
鴎
喜
、
ご
《
．
弓
く
（
舅
討
三
詳
国
匙
、
①
、
ロ
圏
ら

へへ

6564
……

Suも
ミ爵
4烏乱

胸
曾
冒
黄
『
ミ
侭
昌
の
言
昌
吻
国
ミ
ミ
ミ
馬
鳥
冨
号
、
苫
ミ
邑
冒
（
》
爵
、
ミ
ミ
興
胃
、
ミ
ミ
呵
菖
愚
馬
冒
曽
菖
島
鳥
目
§
へ
』
§
ミ
甸
己
（
）
罫
愚
ミ
§
§
ミ
ミ

、
震
包
詩
へ
曽
菖
包
草
亀
苫
、
》
ご
己
（
）
菖
邑
ご
』

明
ら
か
で
あ
る
。

辰
、
尽
奇
。
爵
ミ
鴎
ご
『
ミ
．
ご
（
三
三
陣
①
吋
己
”
①
点
）
．
鴎
ら

悪
ミ

（
－
ご
］
〕
一
陣
の
風
ユ
胸
①
》
口
四
つ
、
）

つ
ど
壷
］
茸
①
風
旦
”
①
》
ロ
函
、
つ
１
画
③
、
）

ご
《
．
↑
（
一
『
壷
目
詳
①
風
ｑ
ｍ
①
）
ロ
崖
）
）
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（
門
）
尋
ミ
．

（
帥
）
《
も
こ
、
ミ
ミ
鴎
ご
音
一
・
ｇ
（
弓
三
茸
四
億
①
も
．
霊
）

（
別
）
言
ご
茸
①
『
こ
ぬ
①
（
己
震
）
》
８
．
ｎ
弾
》
（
註
ｇ
・
口
屋
）
国
．
黛
卑
２
９
（
己
震
）
》
・
膏
昌
．
》
（
註
躯
）
》
も
震
．

（
塊
）
プ
ラ
ト
ン
、
藤
沢
令
夫
訳
「
国
家
」
自
己
↓
段
闇
ゞ
岩
波
文
庫
（
上
）
一
三
○
頁
。

（
部
）
こ
の
発
想
は
、
《
己
、
博
苫
亀
昌
（
）
蔦
）
〉
「
序
文
」
で
、
実
験
動
物
選
定
基
準
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
《
《
ｂ
ｍ
ｏ
ミ
ミ
ミ
ミ
偽
ご
宕
曽
さ
ぎ
》
・

風
）
《
も
胃
鳥
ミ
ミ
鴎
こ
ご
《
．
己
の
、
記
昌
。
苫
昌
言
い
の
４
は
、
こ
の
例
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
４
、
心
臓
の
す
じ
は
、
心
臓
が
収
縮
す
る
時
、

小
さ
く
な
る
。
夛
田
拍
動
の
た
め
の
心
耳
の
す
じ
は
、
拍
動
が
よ
り
強
く
、
よ
り
多
く
な
る
ほ
ど
、
多
く
な
る
。
反
対
に
、
肺
が
ス
ポ
ン
ジ
状

の
も
の
は
、
右
に
す
じ
が
な
い
。
ガ
チ
ョ
ウ
、
ア
ヒ
ル
、
キ
ツ
ツ
キ

な
お
、
・
も
買
里
、
ミ
ミ
漂
幻
ゞ
ゞ
に
は
、
一
○
○
種
以
上
の
動
物
に
つ
い
て
の
記
述
が
行
わ
れ
て
い
る
。
夛
夛
胃
曾
己
鴨
ｂ
・
（
ら
霞
）
》
§
．
ミ
・
ゞ
（
註
Ｍ
シ

胃
邑
《
Ｈ
Ｃ
Ｑ
こ
の
丘
○
口
↓
一
〆
壁
．

馬
）
夛
弓
頁
①
『
昼
鴨
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
が
《
《
ｂ
、
亘
。
冒
冒
ら
昌
隆
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
》
に
お
い
て
展
開
し
た
「
収
縮
が
、
筋
肉
の
本
質
的
な
運
動
」
と
い

う
論
と
、
こ
こ
で
の
心
臓
運
動
論
と
の
密
接
な
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。
乏
丘
胃
①
【
己
鴨
》
の
（
岳
菖
）
）
§
‘
ミ
．
》
（
註
哩
｝
で
、
程
‐
韻
．
し
か

し
、
論
者
が
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
む
し
ろ
、
ハ
ー
ヴ
ィ
が
、
こ
の
資
、
ミ
恩
言
蔦
の
〕
ゞ
に
お
い
て
、
「
心
臓
は
筋
肉
で
あ
る
。
筋
肉
の
固

有
の
運
動
は
収
縮
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
心
臓
の
固
有
の
運
動
は
収
縮
で
あ
る
」
と
い
っ
た
論
を
ま
っ
た
く
展
開
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
心
臓
の
固
有
の
ミ
ミ
鼠
（
運
動
）
は
埋
め
ミ
こ
と
い
う
言
明
の
正
当
性
の
根
拠
と
し
て
、
こ
う
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
形
式
論
理
を
採
用
し
て
い
な
い
。

（
師
）
《
《
ｂ
の
ミ
。
言
。
（
）
ミ
鳧
、
。
§
ミ
宮
ゞ
９
．
９
‐
旨
．
（
暉
峻
訳
、
四
二
’
三
頁
）

（
説
）
陣
ミ
ミ
ミ
ミ
包
爵
Ｒ
言
菖
、
ゞ
曾
ミ
冴
豊
９
ミ
易
ミ
ｏ
言
々

（
銘
）
《
Ｓ
ｍ
ミ
ミ
室
。
（
）
貝
興
○
§
ミ
蝉
ロ
圏
．
（
暉
峻
訳
、
四
八
頁
）

こ
こ
で
は
、
。
↑
、
ミ
恩
言
ミ
吻
葛
ミ
．
弓
く
の
う
ち
、
弓
言
討
昌
碕
①
に
よ
り
、
反
循
環
論
的
な
言
明
と
さ
れ
た
第
４
の
言
明
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

へへ

9089
…酉

顧冒
ﾝq豆

甲
侭
里
》
三
『
．
》
夛
己
一
園
日
出
四
ぺ
く
①
琶
曽
ａ
号
①
国
一
号
○
ぬ
の
具
。
月
昌
胃
５
．
．
房
厨
．
穐
轆
圏
Ｉ
弱
》
弓
望
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（
Ⅲ
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
分
析
論
後
書
」
目
）
ご
》
ご
言
（
『
全
集
１
」
七
七
○
頁
）

（
Ⅷ
）
月
澤
（
一
九
九
三
）
ゞ
８
，
ミ
：
（
註
川
）

（
川
）
亀
ミ
§
の
昔
に
は
、
切
開
と
、
自
ら
観
察
す
る
と
い
う
両
方
の
意
味
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

（
Ⅲ
）
乏
⑦
冑
》
シ
、
（
ら
鴎
）
・
§
‐
ミ
・
〉
（
註
別
）
ロ
＆
腸
．

へへ

104103
……

（
叩
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
一
ラ
マ
コ
ス
倫
理
学
」
ヨ
函
》
巨
窓
馬
？
謡
（
『
全
集
昭
」
一
八
七
頁
）

（
例
）
《
も
員
禽
詳
誌
鴎
廼
、
ご
《
．
ご
く
、
（
弓
巨
群
２
月
①
も
．
冒
巴

（
理
ハ
ー
ヴ
ィ
は
、
手
槁
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
独
特
な
マ
ー
ク
を
使
用
し
て
い
る
。
ヨ
国
は
、
自
己
の
着
想
、
通
説
に
対
す
る
疑
問
な
ど
を

記
述
す
る
と
き
に
、
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

（
兜
）
《
↑
、
尽
奇
島
。
苫
圏
ご
吾
一
．
ご
く
、
三
三
詳
閏
己
鴨
も
．
弓
巴

（
“
）
月
沢
（
一
九
九
七
）
〕
§
‘
ら
罵
月
沢
二
九
九
八
）
、
§
・
ミ
：
（
註
３
）

（
弱
）
《
《
、
馬
奇
凰
ご
苫
鴎
》
』
ご
｛
．
ぎ
ぐ
．
つ
ど
三
群
閏
己
、
の
》
ロ
喝
巴

（
％
）
《
｛
ｂ
、
ご
・
冒
○
Ｓ
感
遼
、
ｐ
ｓ
ミ
＆
も
‐
烏
．
（
暉
峻
訳
、
九
三
頁
）

（
Ｗ
）
即
署
偲
ミ
ミ
吻
凰
§
ミ
言
い
ミ
ミ
ミ
言
い
己
ｓ
身
司
ミ
忌
冒
的
。
ミ
罫
、
ミ
ミ
霞
芦

（
兜
）
・
《
ｂ
ゐ
こ
ご
言
Ｏ
Ｓ
乱
遼
・
ｐ
ｓ
ミ
．
扇
も
．
＄
．
（
暉
峻
訳
、
二
一
三
’
三
頁
）
こ
こ
で
の
論
証
は
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
・

師
）
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
ア
ポ
ダ
イ
ク
シ
ス
（
Ⅱ
鳥
量
ｏ
葛
ミ
ミ
ミ
）
に
は
、
何
も
の
か
を
公
に
示
す
と
い
う
意
味
が
、
ま
た
中
世
キ
リ
ス
ト

教
世
界
に
お
い
て
、
号
ミ
。
菖
譽
笛
嘗
に
は
、
不
可
視
な
も
の
を
可
視
な
も
の
を
通
じ
て
顕
現
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。

耐
）
月
澤
美
代
子
「
学
知
（
吻
鳥
ミ
ミ
の
獲
得
に
至
る
、
新
し
い
、
よ
り
確
か
な
道
１
Ｗ
・
ハ
ー
ヴ
ィ
『
動
物
の
発
生
」
「
序
文
」
に
お
け
る
、
罵
督
曽
吻

員
ミ
畠
と
昌
昏
ｌ
」
日
本
科
学
史
学
会
第
如
回
年
会
研
究
発
表
講
演
要
旨
集
。
三
八
頁
、
一
九
九
三
年
。

（
Ⅲ
）
↓
｛
ｂ
宛
。
§
⑮
ミ
ミ
菖
鴎
ご
出
版
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次
に
詳
し
い
。

弓
ご
め
す
の
蔚
吋
》
。
即
国
四
吋
ぐ
①
冠
》
的
ロ
①
ｏ
の
己
関
胃
旨
ロ
の
匙
厨
○
『
侭
冒
⑳
曽
己
門
①
］
①
ぐ
閏
〕
の
①
⑳
８
号
①
号
①
〔
）
ご
旦
吾
①
９
月
昌
呉
ご
ロ
．
画
円
．
］
．
国
一
の
計
．
の
ｇ
当
い
、

』
』
“
四
ｍ
四
－
四
『
心
甲
」
＠
ｍ
『

尋
量
．
）
ぐ
胃
＆
》
巨
全
弓



日本医史学雑誌第47巻第1号(2001)7Q
dJ

（
川
）
甸
吊
ロ
の
戸
詞
印
画
四
‐
①
【
侭
曽
刊
ご
ロ
四
○
日
●
冒
卸
ご
Ｑ
ｇ
①
こ
め
の
ａ
の
○
日
日
①
昌
凹
昌
冒
四
．
里
○
冒
旨
巴
訂
ｍ
ｏ
亘
【
侭
．
怠
’
忌
営
ヨ
ョ
①
四
吋
》
シ
・
》
甸
吊
己
ｎ
戸

罰
．
【
；
曽
己
胃
）
己
の
自
．
の
包
め
・
・
覗
弓
す
の
日
①
ｇ
ｏ
巴
吊
ご
画
一
印
の
曽
局
①
（
餘
号
①
の
買
蔚
①
昌
号
ｏ
の
口
言
ご
・
○
四
日
耳
こ
ぬ
の
ご
己
く
角
望
ご
刃
、
①
閉
．
弓
謡
．
蜀
吋
①
【
］
の
戸

罰
．
【
・
》
閏
己
伺
ｇ
〕
耐
胄

罰
．
（
ら
程
）
§
、
３
．

（
川
）
量
、
四
吋
〕
澤
（
岳
索

（
川
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

（
Ⅲ
）
《
も
ミ
Ｒ
ミ
ミ
災
ご
一
吟
（
乏
言
茸
①
１
月
の
も
、
惠
）

（
Ⅲ
）
罰
９
９
ゞ
詞
．
（
ら
程
）
８
．
昌
・
》
（
註
型
）
ｇ
ｇ
ｌ
巴
、

（
Ⅲ
）
《
《
口
甸
の
⑯
苫
ミ
ミ
ご
苫
命
》
、
で
曽
曾
蔓
。
》
（
乏
言
茸
閏
こ
ぬ
の
》
ロ
畠
）

（
Ⅲ
）
Ⅳ
世
紀
後
半
の
英
国
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
知
の
確
実
性
と
蓋
然
性
を
め
ぐ
る
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
く
。
こ
の
状
況
を
扱
っ
た
包

括
的
な
論
文
と
し
て
、
例
え
ば
次
の
も
の
が
あ
る
。
聾
四
宮
８
駒
・
］
、
》
卵
卑
Ｏ
ｇ
ｇ
ご
四
目
Ｒ
Ｈ
Ｓ
旨
ご
冒
艀
く
①
具
の
２
号
Ｒ
国
冒
員
国
億
百
己
．

シ
聾
戸
己
電
ｇ
牙
①
吊
一
胃
ご
弓
筈
旨
ご
里
弓
①
四
］
三
ｍ
目
国
一
ｍ
ｇ
①
ロ
ｏ
①
》
局
一
両
ご
ロ
・
亘
の
目
曼
ゞ
訂
雪
曽
丘
胃
①
国
言
員
①
．
勺
禺
冒
８
８
口
．
帛
）
『
旨
の
の
８
己

（
脳
）
Ｑ
閏
●
戸
⑦
、
“
弓
｝
５
両
○
国
巴
○
○
一
行
い
①
（
監
勺
ロ
湧
言
冨
吊
９
月
ｂ
己
昌
）
ロ
．
く
○
一
白
》
ロ
圏
．
Ｑ
閏
の
口
・
○
己
帛
）
吊
朗
．
○
蝕
○
ａ
》
己
堂

（
川
）
○
○
具
玲
こ
．
（
ご
認
）
８
．
ミ
：
（
註
羽
）

（
Ｗ
）
【
①
ピ
コ
の
の
】
⑦
．
“
弓
ゴ
①
巨
討
ａ
三
三
一
画
目
四
四
弓
①
豈
急
ｌ
己
．
○
×
ざ
ａ
ご
己
ぐ
①
愚
一
ご
両
用
い
め
．
○
箆
○
ａ
，
乞
霊
．

Ｑ
巴
’
〆
⑦
．
（
ご
窪
）
§
．
ミ
ー
ニ
註
Ⅲ
）
弓
自
望
‐
勗
刃

（
川
）
Ｑ
閏
‐
〆
⑦
（
己
霞
）
§
、
ミ
．
》
（
註
Ⅲ
）
ロ
望
巨

弓
①
閏
】
澤
（
ら
認
）
ゞ
８
．
員
々
》
（
註
型
）

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」
言
い
．
巨
諺
ｇ
〒
ざ
言
全
集
喝
」
一
八
七
頁
）

バ
ー
ン
ズ
は
、
次
の
論
文
に
お
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
分
析
論
後
害
」
に
お
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
論
証
的
議
論
（
号
冒
○
己
の
耳
目
く
の

閂
唱
ョ
①
具
印
）
は
、
教
育
に
関
す
る
論
で
あ
っ
て
、
科
学
的
探
求
の
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
国
四
目
の
め
』
・
”
シ
烏
８
号
善
の

弓
す
の
○
具
９
口
の
日
○
己
の
耳
呉
ざ
ロ
．
３
１
雪
ミ
国
胃
己
の
の
〕
】
．
．
の
９
５
卸
の
丘
ゞ
旨
．
四
目
・
め
○
国
豆
］
》
罰
（
ａ
の
．
）
“
Ｐ
耳
房
一
①
め
○
二
シ
吋
一
め
さ
二
の
．
Ｆ
○
国
巳
○
己
．

ロ
ヨ
ぐ
田
鯛
詳
ぐ
で
計
①
、
の
．
］
④
“
四

旨
や
司
切

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）
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WilliamHarvey'sGAnatomia'andHisMethod

MiyokoTSUKISAWA

Inthisarticle,Ifocusedon!Pγ並SSOγα""0""eG"""""sH""""sandanalysedtwoofHarvey

sstatements,withprincipalattentiontothestyleandcontextofthetextsinwhichthesestatements

wereplaced.

Thethreetextslanalysedare:$@De"0"Co7WS,"whichhasthestyleofan""c""0α"α加加i"

addressedtotheCollegeofthePhysiciansofLondon.4@R℃/gc"0"es,"whichhasastyleasaprivate

notebookpreparatorytotheanatomicaldemonstrationofLumleyLecture・CasparBauhin's

“?~舵α/γ"抑A〃α加沈jc"","whichhasthestyleofatextbookofanatomicallecturesforthe

beginners・Harveyusedthisbookasamainreferencesourceforhis“P℃ﾙc"0〃Cs．
”

Withspecialnoteintermsof$α"αｵ0柳jα力ﾙ〃osOP"",'Ianalysedthestatusoftwostatements

concerningthetzc"0'and抄γ”たγ9況趣'ofthemovementoftheheartintheconstructionofeach

text.Then,toascertainthestatusofthesetwostatementsinWilliamHarvey,Ianalysedthe

epistemologicalaspectoftheargumentin(Pﾉtze/Zz"0'of<!DgGE""""0"e",theonlytextinwhich

Harveyfullydescribedhismethodologyofsc"〃〃α，

Fromthisstudy,ImadeitclearthatHarvey,asaPm/bssoγα"α加沈"e,triedtosetupα"α加沈za

asthesc泥〃"tzwhichonecouldteachtoothersintheacademiciield.Forthispurpose,Harvey

actuallypresentedhisnewmethodtodemonstratetothespectatorthefunctionofthepartsofthe

bodyandproposedhisuniqueepistemologyinwhichかりPγi"soc"/"s(toseeoneself)hadavery

塊
侭
斗
ト
〃
〃
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ト
ト
ｅ
や
い
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く

・
芦
郡
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迄
淵
班
皿
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］ 員 ） Ｃ Ｏ 鼻 曽 昌 己 ○ の 』 口 ○ 口 ． 弓 画 尉 目 〕 ① 庁 ロ ○ ・ ｍ 罠 己 一 〕 厨 ① ロ 扇 計 四 国 巳 ○ ぬ 胃 グ ミ ① 局 ① 四 コ ， 四 国 伽 ① Ｑ ］ ロ 四 匡 邑 ］ ｐ 口 ① ⑫ 己 四 ○ ① 言 青 旨 毒 冨 四 ロ

ゴ ① ① 。 の 一 ○ 印 ① 。 一 口 庁 ○ 庁 ゴ ① 』 四 国 、 匡 四 ” ① ○ 開 庁 ロ ① 四 己 の ］ ① 口 庁 四 厘 弄 弓 Ｏ Ｈ 岸 冒 “ ご ｑ “ 庁 匡 〕 ① の “ 農 冒 ① 庁 員 。 ① （ ） ロ ① ご 貢 ） 津 〕 ① ○ 口 庁 凰 Ｑ の ○ 開
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